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調査概要

調査目的
✔日本のセーリングが今後も発展し続け、次世代を担う選手達が世界に羽ばたくための方策を検討するために、また、我が国がアジアのリ ーダーとしての位置

付けを確立するために以下を明らかにする。

• 国体参加選手・指導者・運営役員が、それぞれどの様な艇種を国体・高校・大学で取り組むべきと考えているのか

• その艇種を回答した理由

• 艇種変更の場合の可能性と問題点

• オリンピック特別委員会およびジュニア・ユース育成強化委員会の取り組みについての要望・意見

調査方法
✔千葉国体会場（稲毛）での都道府県連絡ポストへの投函、および手渡し

調査期間
✔2010年9月24日（金）～29日（水）

配布・回収結果 597名配布・370名回収（回収率62.0％）
※回答内容に「不明」が多い1名を除き、集計を行った。

✔運営役員 17名

✔指導者 56名

✔選手 282名
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回答者プロフィール

■性年代　（全体／単一回答）

男性 女性

    調査数

10代 20代 30代以上 無回答 10代 20代 30代以上 無回答
平均

（歳）

男性

平均

（歳）

女性

平均

（歳）

全体 370 24.6 15.9 20.5 1.1 16.8 10.0 2.7 1.6 6.8 26.41 27.88 21.06

運営役員 17 ― ― 64.7 ― ― 5.9 5.9 ― 23.5 46.50 45.55 39.00

指導者 56 ― 5.4 64.3 ― ― ― 3.6 1.8 25.0 47.04 47.54 43.00

選手 282 31.6 19.1 10.3 1.4 20.2 11.7 2.1 1.4 2.1 21.78 22.48 20.35

※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト 性年代

区分別

無回答

■「全体｣の構成比

選手 指導者 運営役員 無回答

全体

n=370 15.1 4.6 4.176.2％

n= 17n= 56n= 282

■チラシの閲覧経験（全体／単一回答）

Yes

（閲覧あり）

No

（閲覧なし）
無回答

●凡例

全体 (n=370)

運営役員 (n= 17)

指導者 (n= 56)

選手 (n=282)

ヨット･計 (n=233)

成年ヨット･計 (n=101)

　成年男子470級 (n= 46)

　成年女子セーリングスピリッツ級 (n= 21)

　成年男子国体シングルハンダー級 (n= 22)

　成年女子シーホッパー級SR (n= 12)

少年ヨット･計 (n=132)

　少年男子セーリングスピリッツ級 (n= 50)

　少年女子セーリングスピリッツ級 (n= 33)

　少年男子シーホッパー級SR (n= 31)

　少年女子シーホッパー級SR (n= 18)

ウインドサーフィン･計 (n= 30)

　成年男子国体ウインドサーフィン級 (n= 20)

　成年女子国体ウインドサーフィン級 (n= 10)

Q0

区分別

選手×

国体

参加

種目別

29.4

46.4

36.9

40.3

37.6

28.3

33.3

54.5

50.0

42.4

54.0

18.2

51.6

38.9

10.0

10.0

10.0

58.4

58.8

46.4

60.3

57.5

58.4

69.6

57.1

40.9

50.0

56.8

44.0

81.8

48.4

61.1

83.3

80.0

90.0

11.8

7.1

9.5

6.7

10.0

37.8％

―

―

―

―

2.0

0.8

―

4.5

4.0

2.2

2.1

2.8

3.8
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指導者 指導種目･階層

■Ⅰ.指導種目　（指導者／複数回答）

（％）

ヨット：２人乗り ヨット：１人乗り ウインドサーフィン

    調査数

ＦＪ級
セーリング
スピリッツ

級

470級 スナイプ級 29er 420級 49er

シー

ホッパー
級

スモール

リグ

シー
ホッパー

級

ＯＰ級

国体

シングル
ハンダー

級

レーザー
級

レーザー
ラジアル

級

レーザー
4.7

モス級
その他
ヨット

国体

ウインド
サーフィン

級

ＲＳ：Ｘ テクノ293
その他
ウインド

サーフィン

その他 無回答

全体 56 46.4 32.1 19.6 7.1 5.4 3.6 ― 25.0 21.4 16.1 16.1 12.5 7.1 1.8 ― 1.8 1.8 ― ― 1.8 5.4 12.5

※カテゴリーごと「全体｣の降順ソート Q1種目

0

10

20

30

40

50

指導者

■Ⅰ.指導階層　（指導者／複数回答）

（％）

    調査数

高校生 ジュニア 社会人 大学生 その他 無回答

全体 56 73.2 42.9 28.6 21.4 7.1 5.4

※「全体｣の降順ソート Q1階層

0

20

40

60

80

100

指導者
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選手 国体参加の種目

※選手282名中、種目の特定が可能だった者263名の内訳

■Ⅱ(1) 国体参加種目　（選手･種目回答者／単一回答）※無回答者を除く

（％）

成年：ヨット 少年：ヨット ウインドサーフィン

    調査数

成年男子

470級

成年男子

国体

シングル

ハンダー級

成年女子

セーリング

スピリッツ級

成年女子

シー

ホッパー級

スモール

リグ

少年男子

セーリング

スピリッツ級

少年男子

シーホッ

パー級

スモールリグ

少年女子

セーリング

スピリッツ級

少年女子

シーホッ

パー級

スモールリグ

成年男子

国体

ウインド

サーフィン級

成年女子

国体

ウインド

サーフィン級

全体 263 17.5 8.4 8.0 4.6 19.0 11.8 12.5 6.8 7.6 3.8

ヨット･計 233 19.7 9.4 9.0 5.2 21.5 13.3 14.2 7.7 ― ―

成年ヨット･計 101 45.5 21.8 20.8 11.9 ― ― ― ― ― ―

少年ヨット･計 132 ― ― ― ― 37.9 23.5 25.0 13.6 ― ―

ウインドサーフィン･計 30 ― ― ― ― ― ― ― ― 66.7 33.3

470級 51 72.5 2.0 25.5 ― ― ― ― ― ― ―

レーザー級 17 5.9 58.8 ― ― 5.9 29.4 ― ― ― ―

セーリングスピリッツ級 32 ― ― 34.4 ― 40.6 ― 25.0 ― ― ―

シーホッパー級 13 15.4 53.8 ― 7.7 ― 7.7 7.7 7.7 ― ―

シーホッパー級スモールリグ 34 ― 2.9 ― 14.7 8.8 50.0 2.9 20.6 ― ―

国体ウインドサーフィン級 19 ― ― ― ― ― ― ― ― 73.7 26.3

レーザーラジアル級 17 ― 11.8 ― 23.5 5.9 23.5 5.9 29.4 ― ―

スナイプ級 11 54.5 18.2 9.1 9.1 ― ― ― 9.1 ― ―

ＦＪ級 77 ― 1.3 ― ― 50.6 11.7 31.2 5.2 ― ―

※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q2(1)

選手×

普段の

艇種別

選手×

国体

参加

種目別

0

5

10

15

20

選手
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選手 普段乗っている艇種

✔国体参加種目別に、国体参加種目と 普段乗っている艇が合致している割合（赤枠の部分）をみた。

ヨット種目の中で合致度が高い順では、「成年男子470級」（80％）、「少年男子シーホッパー級SR」（55％）、「成年女子セーリングスピリッ
ツ級」（52％）、「成年男子国体シングルハンダー級（レーザー級）」（46％）、「成年女子シーホッパー級SR」（42％）、「少年女子シーホッパー
級SR」（39％）、「成年男子国体シングルハンダー級（シーホッパー級）」（32％）、「少年男子セーリングスピリッツ級」（26％）、 「少年女子セ
ーリングスピリッツ級」（24％）であった。

「少年男子セーリングスピリッツ級」 （26％）、 「少年女子セーリングスピリッツ級」（24％）は普段乗っている艇種（FJ級：7割以上）とのギャ
ップが大きい。

■Ⅱ(2) 普段乗っている艇種　（選手／複数回答）

（％）

ヨット：２人乗り ヨット：１人乗り ウインドサーフィン

    調査数

ＦＪ級 470級

セーリング

スピリッツ

級

スナイプ級 420級 29er 49er

シー

ホッパー

級

スモール

リグ

レーザー

級

レーザー

ラジアル

級

シー

ホッパー

級

ＯＰ級
レーザー

4.7

国体

シングル

ハンダー

級

モス級
その他

ヨット

国体

ウインド

サーフィン

級

テクノ293 ＲＳ：Ｘ

その他

ウインド

サーフィン

その他 無回答

全体 282 29.8 19.1 11.7 4.6 1.8 0.4 ― 12.4 7.4 6.0 4.6 1.1 0.7 0.4 0.4 ― 7.1 3.2 1.4 2.1 1.1 2.1

ヨット･計 233 33.0 21.9 13.7 4.7 2.1 0.4 ― 14.6 7.3 7.3 5.6 1.3 0.9 0.4 0.4 ― ― ― ― ― 1.3 1.3

成年ヨット･計 101 1.0 50.5 10.9 9.9 ― ― ― 5.9 10.9 5.9 9.9 ― ― 1.0 1.0 ― ― ― ― ― 2.0 3.0

　成年男子470級 46 ― 80.4 ― 13.0 ― ― ― ― 2.2 ― 4.3 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2.2 2.2

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 ― 61.9 52.4 4.8 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

　成年男子国体シングルハンダー級 22 4.5 4.5 ― 9.1 ― ― ― 4.5 45.5 9.1 31.8 ― ― 4.5 4.5 ― ― ― ― ― ― 4.5

　成年女子シーホッパー級SR 12 ― ― ― 8.3 ― ― ― 41.7 ― 33.3 8.3 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 8.3 8.3

少年ヨット･計 132 57.6 ― 15.9 0.8 3.8 0.8 ― 21.2 4.5 8.3 2.3 2.3 1.5 ― ― ― ― ― ― ― 0.8 ―

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 78.0 ― 26.0 ― 6.0 ― ― 6.0 2.0 2.0 ― 2.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 72.7 ― 24.2 ― 6.1 3.0 ― 3.0 ― 3.0 3.0 3.0 ― ― ― ― ― ― ― ― 3.0 ―

　少年男子シーホッパー級SR 31 29.0 ― ― ― ― ― ― 54.8 16.1 12.9 3.2 3.2 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

　少年女子シーホッパー級SR 18 22.2 ― ― 5.6 ― ― ― 38.9 ― 27.8 5.6 ― 11.1 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

ウインドサーフィン･計 30 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 63.3 30.0 10.0 20.0 ― ―

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 70.0 25.0 10.0 20.0 ― ―

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 50.0 40.0 10.0 20.0 ― ―

※カテゴリーごと「選手｣の降順ソート　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト ※ 国体参加種目に該当する艇種 Q2(3)

選手×

国体

参加

種目別

0

20

40

60

80

100

選手

　成年男子470級

　成年女子セーリングスピリッツ級

　成年男子国体シングルハンダー級

　成年女子シーホッパー級SR

　少年男子セーリングスピリッツ級

　少年女子セーリングスピリッツ級

　少年男子シーホッパー級SR

　少年女子シーホッパー級SR

　成年男子国体ウインドサーフィン級

　成年女子国体ウインドサーフィン級
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選手 今後乗りたいと考えている艇種

✔国体参加種目別に、国体参加種目と 今後乗りたいと 考えている艇種と が合致している割合（赤枠の部分）をみた。

ヨット種目の中で合致度が高い順では、 「成年男子国体シングルハンダー級（レーザー級）」（32％）、 「成年男子470級」（28％）、「少年
女子シーホッパー級SR」（17％）、 「成年女子セーリングスピリッツ級」（10％）、「成年女子シーホッパー級SR」（8％）、 「少年男子シーホッ
パー級SR」（7％）、「少年女子セーリングスピリッツ級」（6％）「少年男子セーリングスピリッツ級」（2％）、「成年男子国体シングルハンダー級
（シーホッパー級）」（0％）であった。

■Ⅱ(3) 今後乗りたいと考えている艇種　（選手／複数回答）

（％）

ヨット：２人乗り ヨット：１人乗り ウインドサーフィン

    調査数

470級 ＦＪ級 49er スナイプ級

セーリング

スピリッツ

級

420級 29er
レーザー

級
モス級

レーザー

ラジアル

級

シー

ホッパー

級

スモール

リグ

国体

シングル

ハンダー

級

シー

ホッパー

級

レーザー

4.7
ＯＰ級

その他

ヨット

国体

ウインド

サーフィン

級

テクノ293 ＲＳ：Ｘ

その他

ウインド

サーフィン

その他 無回答

全体 282 24.5 6.4 6.0 5.7 3.9 3.2 1.1 10.3 7.8 5.0 2.1 2.1 1.4 0.7 ― 1.1 8.5 3.5 2.5 1.1 2.5 25.5

ヨット･計 233 27.5 6.4 6.4 6.4 4.3 3.4 1.3 12.0 9.0 6.0 2.6 2.1 1.7 0.9 ― 1.3 6.0 0.4 0.4 ― 3.0 25.3

成年ヨット･計 101 23.8 ― 6.9 8.9 4.0 ― 2.0 14.9 7.9 4.0 1.0 3.0 3.0 ― ― 1.0 5.0 1.0 ― ― 4.0 33.7

　成年男子470級 46 28.3 ― 8.7 13.0 4.3 ― ― 13.0 8.7 ― ― 6.5 2.2 ― ― 2.2 4.3 2.2 ― ― 4.3 26.1

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 38.1 ― 4.8 ― 9.5 ― 9.5 4.8 4.8 ― ― ― 4.8 ― ― ― 14.3 ― ― ― 4.8 38.1

　成年男子国体シングルハンダー級 22 13.6 ― 9.1 4.5 ― ― ― 31.8 13.6 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 45.5

　成年女子シーホッパー級SR 12 ― ― ― 16.7 ― ― ― 8.3 ― 33.3 8.3 ― 8.3 ― ― ― ― ― ― ― 8.3 33.3

少年ヨット･計 132 30.3 11.4 6.1 4.5 4.5 6.1 0.8 9.8 9.8 7.6 3.8 1.5 0.8 1.5 ― 1.5 6.8 ― 0.8 ― 2.3 18.9

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 40.0 10.0 10.0 6.0 2.0 4.0 2.0 2.0 8.0 ― ― 4.0 ― ― ― 2.0 10.0 ― 2.0 ― 4.0 20.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 30.3 18.2 3.0 ― 6.1 12.1 ― ― 12.1 3.0 ― ― ― ― ― ― 6.1 ― ― ― 3.0 24.2

　少年男子シーホッパー級SR 31 16.1 9.7 6.5 6.5 3.2 3.2 ― 25.8 12.9 9.7 6.5 ― 3.2 3.2 ― 3.2 6.5 ― ― ― ― 12.9

　少年女子シーホッパー級SR 18 27.8 5.6 ― 5.6 11.1 5.6 ― 22.2 5.6 33.3 16.7 ― ― 5.6 ― ― ― ― ― ― ― 16.7

ウインドサーフィン･計 30 3.3 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 33.3 30.0 16.7 10.0 ― 30.0

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 5.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 40.0 30.0 15.0 10.0 ― 25.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 20.0 30.0 20.0 10.0 ― 40.0

470級 54 44.4 ― 7.4 9.3 7.4 ― 1.9 5.6 5.6 ― ― 3.7 3.7 ― ― 1.9 3.7 1.9 ― ― 5.6 24.1

レーザー級 21 14.3 ― 9.5 ― ― ― ― 42.9 19.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 28.6

セーリングスピリッツ級 33 33.3 3.0 15.2 ― 9.1 ― 6.1 ― 3.0 ― ― 3.0 ― ― ― ― 15.2 ― ― ― 6.1 36.4

シーホッパー級 13 30.8 ― ― 15.4 ― ― ― 23.1 7.7 ― 7.7 ― 7.7 ― ― ― 15.4 ― ― ― ― 38.5

シーホッパー級スモールリグ 35 11.4 8.6 5.7 8.6 8.6 ― ― 22.9 14.3 11.4 17.1 ― 5.7 2.9 ― ― 5.7 ― ― ― ― 14.3

国体ウインドサーフィン級 20 5.0 ― ― ― 5.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 50.0 30.0 10.0 10.0 ― 25.0

レーザーラジアル級 17 11.8 ― ― ― ― 5.9 ― 11.8 11.8 35.3 ― ― 5.9 5.9 ― ― 5.9 ― ― ― 5.9 29.4

スナイプ級 13 23.1 ― 7.7 38.5 ― ― ― 15.4 ― ― ― 7.7 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 23.1

ＦＪ級 84 38.1 16.7 7.1 4.8 1.2 8.3 ― 3.6 9.5 3.6 ― 1.2 ― ― ― 2.4 4.8 ― 1.2 ― 1.2 21.4

※カテゴリーごと「選手｣の降順ソート　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト ※ 国体参加種目に該当する艇種 Q2(3)
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国体で取り組むべき艇種： 選手全体結果の一覧

✔“国体で取り 組むべき艇種”を国体参加種目別にみた。（選手全体の回答）

成年男子・二人乗りでは、 「470級」が42％と突出。

成年女子・二人乗りでは、「セーリングスピリッツ級」 （9％） よりも「470級」（30％）の方が高い。

少年男子・二人乗りでは、「セーリングスピリッツ級」 （10％） よりも「420級」（26％）の方が高い。

少年女子・二人乗りでは、「セーリングスピリッツ級」 （10％） よりも「420級」（25％）の方が高い。

成年男子・一人乗りでは、 「シーホッパー級」（4％）よりも「レーザー級」（32％）の方が高い。

成年女子・一人乗りでは、 「シーホッパー級SR」（5％）よりも「レーザーラジアル級」（19％）の方が高い。

少年男子・一人乗りでは、 「シーホッパー級SR」（7％）よりも「レーザーラジアル級」（19％）の方が高い。

少年女子・一人乗りでは、 「シーホッパー級SR」（6％）よりも「レーザーラジアル級」（20％）の方が高い。

成年男子・ウインドサーフィン級では、「RS：X」が13％でトップ。成年女子・ウインドサーフィン級でも、「RS：X」が12％でトップ。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（選手／各複数回答）
[ 選手全体の回答 ]

（％）

ヨット：２人乗り ヨット：１人乗り ウインドサーフィン

    調査数

470級

セーリング

スピリッツ

級

420級 29er 49er スナイプ級 ＦＪ級
レーザー

級

シー

ホッパー

級

シー

ホッパー

級

スモール

リグ

国体

シングル

ハンダー

級

レーザー

ラジアル

級

レーザー

4.7
ＯＰ級 モス級

その他

ヨット

国体

ウインド

サーフィン

級

ＲＳ：Ｘ テクノ293

その他

ウインド

サーフィン

その他 無回答

【２人乗り】国体：成年男子 282 42.2 1.1 ― 0.4 1.4 5.7 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 0.4 ― ― ― ― ― 51.8

【２人乗り】国体：成年女子 282 30.1 8.9 1.4 2.1 ― 4.3 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 1.1 ― ― ― ― ― 55.3

【２人乗り】国体：少年男子 282 4.6 9.6 25.5 1.8 0.4 2.8 10.6 ― ― ― ― ― ― ― ― 0.7 ― ― ― ― ― 48.6

【２人乗り】国体：少年女子 282 3.9 10.3 24.5 1.1 ― 2.5 11.7 ― ― ― ― ― ― ― ― 0.7 ― ― ― ― ― 49.6

【１人乗り】国体：成年男子 282 ― ― ― ― ― ― ― 32.3 3.9 0.4 0.4 0.7 ― 0.4 1.4 ― ― ― ― ― 1.1 61.0

【１人乗り】国体：成年女子 282 ― ― ― ― ― ― ― 9.2 0.7 5.3 ― 19.1 ― 0.4 0.7 0.4 ― ― ― ― ― 65.2

【１人乗り】国体：少年男子 282 ― ― ― ― ― ― ― 11.0 2.1 6.7 0.4 18.8 1.1 ― 1.1 0.4 ― ― ― ― ― 59.9

【１人乗り】国体：少年女子 282 ― ― ― ― ― ― ― 6.4 1.4 6.4 ― 20.2 3.2 ― 0.7 0.4 ― ― ― ― ― 64.2

【ウインドサーフィン】国体：成年男子 282 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 1.1 13.1 3.5 0.7 ― 81.9

【ウインドサーフィン】国体：成年女子 282 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 1.4 12.1 4.3 0.7 ― 82.3

※国体参加種目ごと 1位 2位 にハイライト Q3-1マトリクス_選手全体
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国体で取り組むべき艇種： 国体参加種目別結果の一覧

✔ 選手自身が参加した国体種目に対する回答で、“参加した国体種目”と “国体で取り 組むべき艇種”と が合致している割合（赤枠の部分）をみた。

• 例）「成年男子470級」に参加した選手が「成年男子（二人乗り）」について回答した結果

ヨット種目の中で、合致度の割合が高い順に、「成年男子470級」（80％）、 「成年男子国体シングルハンダー級（レーザー級）」（64％）、「
成年女子セーリングスピリッツ級」（43％）、「少年女子セーリングスピリッツ級」（33％）、「成年女子シーホッパー級SR」（25％）、「少年男子
シーホッパー級SR」（23％）、「少年男子セーリングスピリッツ級」（20％）、「成年男子国体シングルハンダー級（シーホッパー級）」（18％）、「
少年女子シーホッパー級SR」（17％）であった。

「成年女子セーリングスピリッツ級」参加選手では「セーリングスピリッツ級」 （43％） よりも「470級」（62％）の方が高い。

 「少年男子セーリングスピリッツ級」参加選手では「セーリングスピリッツ級」 （20％）よりも「420級」（32％）の方が高い。

「成年女子・少年男子・少年女子シーホッパー級SR」参加選手では「シーホッパー級SR」 よりも「レーザーラジアル級」の方が高い。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（選手／各複数回答）

[ 国体参加種目別×参加種目に対する回答 ]

（％）

ヨット：２人乗り ヨット：１人乗り ウインドサーフィン

    調査数

470級

セーリング

スピリッツ

級

420級 29er 49er スナイプ級 ＦＪ級
レーザー

級

シー

ホッパー

級

シー

ホッパー

級

スモール

リグ

国体

シングル

ハンダー

級

レーザー

ラジアル

級

レーザー

4.7
ＯＰ級 モス級

その他

ヨット

国体

ウインド

サーフィン

級

ＲＳ：Ｘ テクノ293

その他

ウインド

サーフィン

その他 無回答

成年男子470級 46 80.4 ― ― ― ― 21.7 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 6.5

成年女子セーリングスピリッツ級 21 61.9 42.9 4.8 4.8 ― 9.5 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 4.8

少年男子セーリングスピリッツ級 50 8.0 20.0 32.0 2.0 2.0 2.0 16.0 ― ― ― ― ― ― ― ― 2.0 ― ― ― ― ― 24.0

少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― 33.3 12.1 ― ― ― 21.2 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 36.4

成年男子国体シングルハンダー級 22 ― ― ― ― ― ― ― 63.6 18.2 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 22.7

成年女子シーホッパー級SR 12 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 25.0 ― 41.7 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 33.3

少年男子シーホッパー級SR 31 ― ― ― ― ― ― ― 19.4 3.2 22.6 ― 32.3 3.2 ― 3.2 ― ― ― ― ― ― 19.4

少年女子シーホッパー級SR 18 ― ― ― ― ― ― ― 5.6 ― 16.7 ― 33.3 5.6 ― ― ― ― ― ― ― ― 44.4

成年男子国体ウインドサーフィン級 20 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 5.0 45.0 25.0 10.0 ― 15.0

成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 10.0 50.0 50.0 ― ― 10.0

※国体参加種目ごと 1位 2位 にハイライト ※ 国体参加種目に該当する艇種 Q3-1マトリクス_選手種目別
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：二人乗り カテゴリー：国体成年男子 ]

国体成年男子・二人乗りの種目で取り組むべき艇種とし
ては、「470級」が46％と突出。

✔ 区分別では指導者が高く、7割強が「470級」に取り 組
むべきと回答。

✔ 国体成年男子470級に参加した選手では、8割が同艇
種を支持しており 、続いて「スナイプ級」が2割。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：二人乗り　カテゴリー：国体成年男子 ]

（％）

（％）

    調査数

470級 スナイプ級 49er

セーリング

スピリッツ

級

29er 420級 ＦＪ級
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 45.9 5.7 1.4 1.1 0.5 0.3 ― 0.5 ― 48.4

運営役員 17 41.2 ― ― ― ― 5.9 ― 5.9 ― 58.8

指導者 56 73.2 8.9 1.8 ― 1.8 ― ― ― ― 21.4

選手 282 42.2 5.7 1.4 1.1 0.4 ― ― 0.4 ― 51.8

ヨット･計 233 44.6 6.0 1.7 0.9 0.4 ― ― 0.4 ― 49.4

成年ヨット･計 101 67.3 13.9 1.0 ― ― ― ― ― ― 24.8

　成年男子470級 46 80.4 21.7 ― ― ― ― ― ― ― 6.5

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 61.9 4.8 4.8 ― ― ― ― ― ― 38.1

　成年男子国体シングルハンダー級 22 59.1 9.1 ― ― ― ― ― ― ― 36.4

　成年女子シーホッパー級SR 12 41.7 8.3 ― ― ― ― ― ― ― 50.0

少年ヨット･計 132 27.3 ― 2.3 1.5 0.8 ― ― 0.8 ― 68.2

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 34.0 ― 2.0 2.0 ― ― ― 2.0 ― 60.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 9.1 ― ― 3.0 ― ― ― ― ― 90.9

　少年男子シーホッパー級SR 31 35.5 ― 6.5 ― 3.2 ― ― ― ― 54.8

　少年女子シーホッパー級SR 18 27.8 ― ― ― ― ― ― ― ― 72.2

ウインドサーフィン･計 30 10.0 ― ― ― ― ― ― ― ― 90.0

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 15.0 ― ― ― ― ― ― ― ― 85.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1二人①
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：二人乗り カテゴリー：国体成年女子 ]

国体成年女子・二人乗りの種目で取り組むべき艇種と
しては、「470級」が34％と突出。

✔ 区分別では指導者が高く、5割強が「470級」に取り
組むべきと 回答。

✔ 国体成年女子セーリングスピリッツ級に参加した選
手では、同艇種を支持したのは4割と 他の選手に比
べて高いが、「470級」の6割を下回る。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：二人乗り　カテゴリー：国体成年女子 ]

（％）

    調査数

470級

セーリング

スピリッツ

級

スナイプ級 29er 420級 49er ＦＪ級
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 33.8 8.4 4.9 2.4 1.6 ― ― 1.1 0.3 52.2

運営役員 17 41.2 ― ― ― 5.9 ― ― 5.9 ― 58.8

指導者 56 53.6 7.1 10.7 5.4 1.8 ― ― ― 1.8 28.6

選手 282 30.1 8.9 4.3 2.1 1.4 ― ― 1.1 ― 55.3

ヨット･計 233 32.2 8.2 4.3 2.6 1.7 ― ― 1.3 ― 53.6

成年ヨット･計 101 48.5 9.9 9.9 3.0 2.0 ― ― 1.0 ― 33.7

　成年男子470級 46 50.0 ― 13.0 4.3 ― ― ― 2.2 ― 34.8

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 61.9 42.9 9.5 4.8 4.8 ― ― ― ― 4.8

　成年男子国体シングルハンダー級 22 36.4 4.5 4.5 ― 4.5 ― ― ― ― 50.0

　成年女子シーホッパー級SR 12 41.7 ― 8.3 ― ― ― ― ― ― 50.0

少年ヨット･計 132 19.7 6.8 ― 2.3 1.5 ― ― 1.5 ― 68.9

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 22.0 10.0 ― 2.0 2.0 ― ― 2.0 ― 62.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 9.1 3.0 ― ― ― ― ― ― ― 90.9

　少年男子シーホッパー級SR 31 32.3 3.2 ― 6.5 ― ― ― 3.2 ― 54.8

　少年女子シーホッパー級SR 18 11.1 11.1 ― ― 5.6 ― ― ― ― 72.2

ウインドサーフィン･計 30 10.0 ― ― ― ― ― ― ― ― 90.0

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 15.0 ― ― ― ― ― ― ― ― 85.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1二人②
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：二人乗り カテゴリー：国体少年男子 ]

国体少年男子・二人乗りの種目で取り組むべき艇
種としては、「420級」が28％でトップ。

✔ 区分別では運営役員・指導者が高く、4割が「420
級」に取り 組むべきと回答。

✔ 少年男子セーリングスピリッツ級に参加した選手
では、同艇種を支持したのは2割と 他の選手に比
べて高いが、「420級」の3割を下回る。

✔ 選手の中では成年男子470級の選手で「420級」
を4割支持しており 、「470級」の前のステップとし
て「420級」が適していると考えていることがうか
がえる。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：二人乗り　カテゴリー：国体少年男子 ]

（％）

    調査数

420級 ＦＪ級

セーリング

スピリッツ

級

470級 スナイプ級 29er 49er
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 27.8 11.6 9.2 4.9 2.7 2.4 0.3 0.8 0.3 44.6

運営役員 17 41.2 11.8 ― 11.8 ― ― ― ― ― 47.1

指導者 56 41.1 19.6 5.4 5.4 3.6 5.4 ― 1.8 1.8 19.6

選手 282 25.5 10.6 9.6 4.6 2.8 1.8 0.4 0.7 ― 48.6

ヨット･計 233 27.9 11.2 10.3 4.7 3.0 2.1 0.4 0.9 ― 45.1

成年ヨット･計 101 35.6 12.9 6.9 5.9 5.9 2.0 ― ― ― 38.6

　成年男子470級 46 39.1 10.9 ― 8.7 8.7 4.3 ― ― ― 37.0

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 28.6 28.6 14.3 4.8 ― ― ― ― ― 33.3

　成年男子国体シングルハンダー級 22 31.8 9.1 18.2 4.5 4.5 ― ― ― ― 40.9

　成年女子シーホッパー級SR 12 41.7 ― ― ― 8.3 ― ― ― ― 50.0

少年ヨット･計 132 22.0 9.8 12.9 3.8 0.8 2.3 0.8 1.5 ― 50.0

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 32.0 16.0 20.0 8.0 2.0 2.0 2.0 2.0 ― 24.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 3.0 9.1 9.1 ― ― ― ― ― ― 78.8

　少年男子シーホッパー級SR 31 25.8 6.5 6.5 3.2 ― 6.5 ― 3.2 ― 51.6

　少年女子シーホッパー級SR 18 22.2 ― 11.1 ― ― ― ― ― ― 66.7

ウインドサーフィン･計 30 ― ― ― 6.7 ― ― ― ― ― 93.3

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 ― ― ― 10.0 ― ― ― ― ― 90.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1二人③
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選手×
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　少年男子セーリングスピリッツ級



選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケート 15

国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：二人乗り カテゴリー：国体少年女子 ]

国体少年女子・二人乗りの種目で取り組むべき艇種
としては、「420級」が27％でトップ。

✔ 区分別では運営役員・指導者が高く、4割が「420
級」に取り 組むべきと回答。

✔ 少年女子セーリングスピリッツ級に参加した選手で
は、同艇種を支持したのは3割と 他の選手に比べ
て高く、「FJ級」の2割、「420級」の1割を上回る。

✔ また、少年女子セーリングスピリッツ級に参加した
選手では「無回答」が4割弱と高いのも特徴的であ
る。

✔ 他の少年女子の種目も含めて、全般的に少年女
子は無回答が多い傾向にある。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：二人乗り　カテゴリー：国体少年女子 ]

（％）

    調査数

420級 ＦＪ級

セーリング

スピリッツ

級

470級 スナイプ級 29er 49er
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 27.0 12.2 9.2 4.1 2.4 1.9 ― 0.8 0.3 46.2

運営役員 17 41.2 11.8 ― 5.9 ― ― ― ― ― 47.1

指導者 56 41.1 16.1 5.4 5.4 3.6 5.4 ― 1.8 1.8 23.2

選手 282 24.5 11.7 10.3 3.9 2.5 1.1 ― 0.7 ― 49.6

ヨット･計 233 26.6 12.4 11.2 3.9 2.6 1.3 ― 0.9 ― 46.4

成年ヨット･計 101 32.7 12.9 5.9 5.9 5.9 2.0 ― ― ― 42.6

　成年男子470級 46 32.6 10.9 ― 8.7 8.7 4.3 ― ― ― 43.5

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 28.6 33.3 9.5 4.8 ― ― ― ― ― 33.3

　成年男子国体シングルハンダー級 22 31.8 4.5 18.2 4.5 4.5 ― ― ― ― 45.5

　成年女子シーホッパー級SR 12 41.7 ― ― ― 8.3 ― ― ― ― 50.0

少年ヨット･計 132 22.0 12.1 15.2 2.3 ― 0.8 ― 1.5 ― 49.2

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 24.0 14.0 8.0 2.0 ― ― ― 2.0 ― 54.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 12.1 21.2 33.3 ― ― ― ― ― ― 36.4

　少年男子シーホッパー級SR 31 25.8 6.5 9.7 3.2 ― 3.2 ― 3.2 ― 51.6

　少年女子シーホッパー級SR 18 27.8 ― 11.1 5.6 ― ― ― ― ― 55.6

ウインドサーフィン･計 30 ― ― ― 6.7 ― ― ― ― ― 93.3

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 ― ― ― 10.0 ― ― ― ― ― 90.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1二人④

区分別

選手×
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　少年女子セーリングスピリッツ級



選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケート 16

国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：一人乗り カテゴリー：国体成年男子 ]

国体成年男子・一人乗りの種目で取り組むべき
艇種としては、「レーザー級」が38％と突出。

✔ 区分別では指導者が高く、7割強が「レー
ザー級」に取り 組むべきと回答。

✔ 少年男子国体シングルハンダー級に参加し
た選手では「レーザー級」を支持したのは6
割強と 他の選手に比べて高い。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：一人乗り　カテゴリー：国体成年男子 ]

（％）

    調査数

レーザー

級

シー

ホッパー

級

モス級

レーザー

ラジアル

級

シー

ホッパー

級

スモール

リグ

国体

シングル

ハンダー

級

ＯＰ級
レーザー

4.7

その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 37.8 4.9 1.1 1.1 0.5 0.3 0.3 ― ― 0.8 54.3

運営役員 17 23.5 5.9 ― 11.8 ― ― ― ― ― ― 58.8

指導者 56 73.2 10.7 ― ― ― ― ― ― ― ― 16.1

選手 282 32.3 3.9 1.4 0.7 0.4 0.4 0.4 ― ― 1.1 61.0

ヨット･計 233 33.5 4.3 1.7 0.9 0.4 0.4 0.4 ― ― 0.9 58.8

成年ヨット･計 101 48.5 5.9 2.0 ― 1.0 ― ― ― ― ― 44.6

　成年男子470級 46 47.8 2.2 4.3 ― ― ― ― ― ― ― 45.7

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 33.3 4.8 ― ― ― ― ― ― ― ― 66.7

　成年男子国体シングルハンダー級 22 63.6 18.2 ― ― ― ― ― ― ― ― 22.7

　成年女子シーホッパー級SR 12 50.0 ― ― ― 8.3 ― ― ― ― ― 41.7

少年ヨット･計 132 22.0 3.0 1.5 1.5 ― 0.8 0.8 ― ― 1.5 69.7

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 20.0 6.0 2.0 2.0 ― 2.0 2.0 ― ― ― 66.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 3.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 97.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 41.9 3.2 3.2 3.2 ― ― ― ― ― 6.5 45.2

　少年女子シーホッパー級SR 18 27.8 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 72.2

ウインドサーフィン･計 30 10.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 90.0

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 15.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 85.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1一人①
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　成年男子国体シングルハンダー級



選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケート 17

国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：一人乗り カテゴリー：国体成年女子 ]

国体成年女子・一人乗りの種目で取り組むべき艇
種としては、「レーザーラジアル級」が26％でトップ。

✔ 区分別では指導者が突出して高く、6割が「レー
ザーラジアル級」に取り 組むべきと回答。

✔ 成年女子シーホッ パーSR級に参加した選手では
「レーザーラジアル級」を支持したのは4割である
が「シーホッ パーSR級」も2割強と 高め。

✔ また、成年女子シーホッ パーSR級に参加した選
手では「無回答」が3人に1人と 高いのも特徴的で
ある。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答） ※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：一人乗り　カテゴリー：国体成年女子 ]

（％）

    調査数

レーザー

ラジアル

級

レーザー

級

シー

ホッパー

級

スモール

リグ

シー

ホッパー

級

モス級 ＯＰ級

国体

シングル

ハンダー

級

レーザー

4.7

その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 25.9 9.2 4.9 1.6 0.5 0.3 ― ― 0.3 ― 58.1

運営役員 17 35.3 ― ― 5.9 ― ― ― ― ― ― 58.8

指導者 56 58.9 12.5 3.6 5.4 ― ― ― ― ― ― 19.6

選手 282 19.1 9.2 5.3 0.7 0.7 0.4 ― ― 0.4 ― 65.2

ヨット･計 233 19.7 9.4 6.0 0.9 0.9 0.4 ― ― ― ― 63.9

成年ヨット･計 101 29.7 10.9 6.9 1.0 1.0 ― ― ― ― ― 52.5

　成年男子470級 46 26.1 10.9 2.2 2.2 2.2 ― ― ― ― ― 56.5

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 14.3 23.8 9.5 ― ― ― ― ― ― ― 57.1

　成年男子国体シングルハンダー級 22 45.5 4.5 4.5 ― ― ― ― ― ― ― 50.0

　成年女子シーホッパー級SR 12 41.7 ― 25.0 ― ― ― ― ― ― ― 33.3

少年ヨット･計 132 12.1 8.3 5.3 0.8 0.8 0.8 ― ― ― ― 72.7

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 10.0 8.0 8.0 2.0 2.0 2.0 ― ― ― ― 68.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 3.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 97.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 25.8 16.1 6.5 ― ― ― ― ― ― ― 54.8

　少年女子シーホッパー級SR 18 11.1 11.1 5.6 ― ― ― ― ― ― ― 72.2

ウインドサーフィン･計 30 3.3 3.3 ― ― ― ― ― ― 3.3 ― 90.0

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 5.0 5.0 ― ― ― ― ― ― 5.0 ― 85.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1一人②
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　成年女子シーホッパー級SR



選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケート 18

国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：一人乗り カテゴリー：国体少年男子 ]

国体少年男子・一人乗りの種目で取り組むべき艇
種としては、「レーザーラジアル級」が26％でトップ。

✔ 区分別では指導者が突出して高く、6割が「レー
ザーラジアル級」に取り 組むべきと回答。

✔ 少年男子シーホッ パーSR級に参加した選手で
は、同艇種の支持は2割と 他の選手に比べて高
いが、 「レーザーラジアル級」の3割を下回る。

✔ 選手の中では成年男子国体シングルハンダー
級の選手で「レーザーラジアル級」を5割支持し
ており 、「レーザー級」の前のステップとして
「レーザーラジアル級」が適していると考えてい
ることがうかがえる。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答） ※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：一人乗り　カテゴリー：国体少年男子 ]

（％）

    調査数

レーザー

ラジアル

級

レーザー

級

シー

ホッパー

級

スモール

リグ

シー

ホッパー

級

モス級
レーザー

4.7

国体

シングル

ハンダー

級

ＯＰ級
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 25.7 10.0 6.8 3.2 0.8 1.1 0.3 ― 0.3 ― 53.2

運営役員 17 29.4 5.9 ― 11.8 ― ― ― ― ― ― 52.9

指導者 56 62.5 7.1 7.1 7.1 ― ― ― ― ― ― 16.1

選手 282 18.8 11.0 6.7 2.1 1.1 1.1 0.4 ― 0.4 ― 59.9

ヨット･計 233 19.7 12.0 7.3 2.6 1.3 1.3 0.4 ― 0.4 ― 56.7

成年ヨット･計 101 25.7 11.9 4.0 4.0 1.0 2.0 1.0 ― 1.0 ― 52.5

　成年男子470級 46 19.6 10.9 2.2 6.5 2.2 2.2 2.2 ― 2.2 ― 54.3

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 14.3 19.0 4.8 ― ― ― ― ― ― ― 66.7

　成年男子国体シングルハンダー級 22 50.0 9.1 4.5 4.5 ― ― ― ― ― ― 36.4

　成年女子シーホッパー級SR 12 25.0 8.3 8.3 ― ― 8.3 ― ― ― ― 50.0

少年ヨット･計 132 15.2 12.1 9.8 1.5 1.5 0.8 ― ― ― ― 59.8

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 12.0 16.0 8.0 2.0 2.0 ― ― ― ― ― 60.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 3.0 ― 3.0 ― ― ― ― ― ― ― 93.9

　少年男子シーホッパー級SR 31 32.3 19.4 22.6 3.2 3.2 3.2 ― ― ― ― 19.4

　少年女子シーホッパー級SR 18 16.7 11.1 5.6 ― ― ― ― ― ― ― 66.7

ウインドサーフィン･計 30 ― 3.3 ― ― ― ― ― ― ― ― 96.7

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 ― 5.0 ― ― ― ― ― ― ― ― 95.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1一人③
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　少年男子シーホッパー級SR



選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケート 19

国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：一人乗り カテゴリー：国体少年女子 ]

国体少年女子・一人乗りの種目で取り組むべき艇
種としては、「レーザーラジアル級」が27％でトップ。

✔ 区分別では指導者が突出して高く、6割強が
「レーザーラジアル級」に取り 組むべきと回答。

✔ 少年女子シーホッ パーSR級に参加した選手で
は、同艇種を支持したのは2割弱と 他の選手に
比べて高いが、 「レーザーラジアル級」の3割強
を下回る。

✔ 選手の中では成年男子国体シングルハンダー
級の選手で「レーザーラジアル級」を6割が支持
しており 突出して高い。

✔ また、少年女子シーホッ パーSR級に参加した選
手では「無回答」が4割強と 高いのも特徴的であ
る。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答） ※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：一人乗り　カテゴリー：国体少年女子 ]

（％）

    調査数

レーザー

ラジアル

級

レーザー

級

シー

ホッパー

級

スモール

リグ

レーザー

4.7

シー

ホッパー

級

モス級

国体

シングル

ハンダー

級

ＯＰ級
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 27.3 5.4 7.0 2.7 2.4 0.5 ― ― 0.3 ― 56.8

運営役員 17 35.3 ― ― ― 11.8 ― ― ― ― ― 52.9

指導者 56 64.3 1.8 8.9 ― 5.4 ― ― ― ― ― 19.6

選手 282 20.2 6.4 6.4 3.2 1.4 0.7 ― ― 0.4 ― 64.2

ヨット･計 233 21.9 6.4 6.9 3.4 1.7 0.9 ― ― 0.4 ― 61.8

成年ヨット･計 101 28.7 5.9 4.0 5.0 4.0 1.0 ― ― 1.0 ― 55.4

　成年男子470級 46 21.7 4.3 2.2 4.3 6.5 2.2 ― ― 2.2 ― 60.9

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 9.5 19.0 4.8 4.8 4.8 ― ― ― ― ― 61.9

　成年男子国体シングルハンダー級 22 59.1 ― 4.5 ― ― ― ― ― ― ― 40.9

　成年女子シーホッパー級SR 12 33.3 ― 8.3 16.7 ― ― ― ― ― ― 50.0

少年ヨット･計 132 16.7 6.8 9.1 2.3 ― 0.8 ― ― ― ― 66.7

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 12.0 10.0 10.0 ― ― 2.0 ― ― ― ― 66.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 3.0 ― 3.0 ― ― ― ― ― ― ― 93.9

　少年男子シーホッパー級SR 31 29.0 9.7 9.7 6.5 ― ― ― ― ― ― 51.6

　少年女子シーホッパー級SR 18 33.3 5.6 16.7 5.6 ― ― ― ― ― ― 44.4

ウインドサーフィン･計 30 ― 3.3 ― ― ― ― ― ― ― ― 96.7

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 ― 5.0 ― ― ― ― ― ― ― ― 95.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1一人④
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　少年女子シーホッパー級SR



選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケート 20

国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：ウインドサーフィン カテゴリー：国体成年男子 ]

国体成年男子・ウインドサーフィン級の種目で取り組むべき艇種
としては、「RS：X」が14％でトップ。

✔ 区分別では指導者がやや高く、2割弱が「RS：X」に取り 組むべ
きと回答。

✔ 国体成年男子・ウイン ドサーフ ィン級に参加した選手では「RS：
X」を支持したのは4割強と 高く、続いて「テク ノ293」が2割強。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり
[ 種目：ウインドサーフィン　カテゴリー：国体成年男子 ]

（％）

    調査数

ＲＳ：Ｘ テクノ293

国体

ウインド

サーフィン

級

その他

ウインド

サーフィン

その他 無回答

全体 370 13.5 3.2 1.1 0.5 ― 82.2

運営役員 17 ― ― ― ― ― 100.0

指導者 56 17.9 3.6 1.8 ― ― 78.6

選手 282 13.1 3.5 1.1 0.7 ― 81.9

ヨット･計 233 7.3 0.9 0.9 ― ― 91.0

成年ヨット･計 101 11.9 1.0 2.0 ― ― 85.1

　成年男子470級 46 15.2 ― 4.3 ― ― 80.4

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 ― 4.8 ― ― ― 95.2

　成年男子国体シングルハンダー級 22 18.2 ― ― ― ― 81.8

　成年女子シーホッパー級SR 12 8.3 ― ― ― ― 91.7

少年ヨット･計 132 3.8 0.8 ― ― ― 95.5

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 8.0 ― ― ― ― 92.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― ― ― ― ― 100.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 3.2 3.2 ― ― ― 93.5

　少年女子シーホッパー級SR 18 ― ― ― ― ― 100.0

ウインドサーフィン･計 30 46.7 26.7 3.3 6.7 ― 20.0

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 45.0 25.0 5.0 10.0 ― 15.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 50.0 30.0 ― ― ― 30.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1WS①

区分別

選手×

国体

参加

種目別
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　成年男子国体ウインドサーフィン級
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：ウインドサーフィン カテゴリー：国体成年女子 ]

国体成年女子・ウインドサーフィン級の種目で取り組むべき艇種と
しては、「RS：X」が12％でトップ。

✔ 区分別では指導者がやや高く、2割弱が「RS：X」に取り 組むべきと
回答。

✔ 国体成年女子・ウイン ドサーフ ィン級に参加した選手では、 「RS：
X」 と 「テク ノ293」が同率で5割。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：ウインドサーフィン　カテゴリー：国体成年女子 ]

（％）

    調査数

ＲＳ：Ｘ テクノ293

国体

ウインド

サーフィン

級

その他

ウインド

サーフィン

その他 無回答

全体 370 12.4 3.8 1.4 0.5 ― 82.7

運営役員 17 ― ― ― ― ― 100.0

指導者 56 17.9 3.6 1.8 ― ― 78.6

選手 282 12.1 4.3 1.4 0.7 ― 82.3

ヨット･計 233 6.9 0.9 0.9 ― ― 91.4

成年ヨット･計 101 11.9 1.0 2.0 ― ― 85.1

　成年男子470級 46 15.2 ― 4.3 ― ― 80.4

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 ― 4.8 ― ― ― 95.2

　成年男子国体シングルハンダー級 22 18.2 ― ― ― ― 81.8

　成年女子シーホッパー級SR 12 8.3 ― ― ― ― 91.7

少年ヨット･計 132 3.0 0.8 ― ― ― 96.2

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 6.0 ― ― ― ― 94.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― ― ― ― ― 100.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 3.2 3.2 ― ― ― 93.5

　少年女子シーホッパー級SR 18 ― ― ― ― ― 100.0

ウインドサーフィン･計 30 40.0 33.3 6.7 6.7 ― 20.0

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 35.0 25.0 5.0 10.0 ― 25.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 50.0 50.0 10.0 ― ― 10.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1WS②

区分別

選手×
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：二人乗り カテゴリー：インターハイ（高校）男子 ]

インターハイ男子・二人乗りの種目で取り組むべき艇
種としては、「420級」が34％と突出。

✔ 区分別では運営役員・指導者が高く、5割以上が
「420級」に取り 組むべきと回答。

✔ 少年男子セーリングスピリッツ級に参加した選手で
は、「420級」と 「FJ級」が同率で3割。

✔ 選手の中では成年男子470級の選手で「420級」を4
割が支持しており、「470級」の前のステップとして
「420級」が適していると考えていることがうかがえる。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：二人乗り　カテゴリー：インターハイ男子 ]

（％）

    調査数

420級 ＦＪ級

セーリング

スピリッツ

級

470級 スナイプ級 29er 49er
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 33.5 17.8 4.6 3.0 2.4 1.4 ― 0.3 0.3 43.8

運営役員 17 52.9 11.8 ― ― ― ― ― ― ― 41.2

指導者 56 57.1 21.4 3.6 3.6 3.6 ― ― ― ― 21.4

選手 282 28.4 18.1 5.3 3.2 2.5 1.4 ― 0.4 0.4 47.2

ヨット･計 233 30.9 20.2 4.7 3.0 1.7 1.7 ― 0.4 0.4 43.8

成年ヨット･計 101 41.6 19.8 2.0 4.0 4.0 2.0 ― ― 1.0 36.6

　成年男子470級 46 41.3 17.4 ― 4.3 6.5 4.3 ― ― 2.2 34.8

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 47.6 28.6 ― 4.8 ― ― ― ― ― 33.3

　成年男子国体シングルハンダー級 22 27.3 18.2 9.1 4.5 4.5 ― ― ― ― 45.5

　成年女子シーホッパー級SR 12 58.3 16.7 ― ― ― ― ― ― ― 33.3

少年ヨット･計 132 22.7 20.5 6.8 2.3 ― 1.5 ― 0.8 ― 49.2

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 30.0 30.0 8.0 2.0 ― ― ― 2.0 ― 32.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 6.1 15.2 3.0 ― ― ― ― ― ― 78.8

　少年男子シーホッパー級SR 31 32.3 22.6 6.5 3.2 ― 3.2 ― ― ― 38.7

　少年女子シーホッパー級SR 18 16.7 ― 11.1 5.6 ― 5.6 ― ― ― 61.1

ウインドサーフィン･計 30 3.3 ― ― 3.3 3.3 ― ― ― ― 93.3

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 5.0 ― ― 5.0 5.0 ― ― ― ― 90.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1二人⑤

区分別
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：二人乗り カテゴリー：インターハイ（高校）女子 ]

インターハイ女子・二人乗りの種目で取り組むべき艇種
としては、「420級」が32％と突出。

✔ 区分別では運営役員・指導者が高く、5割以上が「420
級」に取り 組むべきと回答。

✔ 少年女子セーリングスピリッツ級に参加した選手では、
「FJ級」が4割弱と 突出しているが、「無回答」も5割を
超えて高いのも特徴的である。

✔ 選手の中では成年女子で「420級」を高く（5割前後）
支持している。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：二人乗り　カテゴリー：インターハイ女子 ]

（％）

    調査数

420級 ＦＪ級

セーリング

スピリッツ

級

470級 スナイプ級 29er 49er
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 32.2 18.1 3.5 2.4 2.4 1.1 ― 0.3 0.3 45.9

運営役員 17 52.9 11.8 ― ― ― ― ― ― ― 41.2

指導者 56 57.1 19.6 3.6 3.6 3.6 ― ― ― ― 23.2

選手 282 26.6 18.4 3.9 2.5 2.5 1.1 ― 0.4 0.4 50.0

ヨット･計 233 28.8 20.2 3.4 2.6 1.7 1.3 ― 0.4 0.4 47.2

成年ヨット･計 101 40.6 18.8 2.0 4.0 4.0 1.0 ― ― 1.0 38.6

　成年男子470級 46 39.1 15.2 ― 4.3 6.5 2.2 ― ― 2.2 39.1

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 47.6 28.6 ― 4.8 ― ― ― ― ― 33.3

　成年男子国体シングルハンダー級 22 27.3 13.6 9.1 4.5 4.5 ― ― ― ― 50.0

　成年女子シーホッパー級SR 12 58.3 25.0 ― ― ― ― ― ― ― 25.0

少年ヨット･計 132 19.7 21.2 4.5 1.5 ― 1.5 ― 0.8 ― 53.8

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 20.0 22.0 ― ― ― ― ― 2.0 ― 58.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 6.1 36.4 6.1 ― ― ― ― ― ― 54.5

　少年男子シーホッパー級SR 31 32.3 12.9 6.5 3.2 ― 3.2 ― ― ― 48.4

　少年女子シーホッパー級SR 18 22.2 5.6 11.1 5.6 ― 5.6 ― ― ― 50.0

ウインドサーフィン･計 30 3.3 ― ― 3.3 3.3 ― ― ― ― 93.3

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 5.0 ― ― 5.0 5.0 ― ― ― ― 90.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1二人⑥
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：二人乗り カテゴリー：インカレ（大学）男子 ]

インカレ男子・二人乗りの種目で取り組むべき艇種と
しては、「470級」が41％と突出。

✔ 区分別では指導者が高く、6割が「470級」に取り
組むべきと 回答。

✔ 国体成年男子470級に参加した選手では、6割強
が同艇種を支持しており 、続いて「スナイプ級」が3
割弱。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：二人乗り　カテゴリー：インカレ男子 ]

（％）

    調査数

470級 スナイプ級

セーリング

スピリッツ

級

420級 29er ＦＪ級 49er
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 40.8 13.5 0.8 0.8 1.1 0.3 ― 0.3 ― 54.3

運営役員 17 41.2 11.8 ― ― ― ― ― ― ― 58.8

指導者 56 58.9 16.1 ― ― 1.8 ― ― ― ― 39.3

選手 282 38.3 13.5 1.1 1.1 0.7 0.4 ― 0.4 ― 56.0

ヨット･計 233 40.3 14.2 0.9 0.9 0.9 0.4 ― 0.4 ― 54.1

成年ヨット･計 101 59.4 27.7 1.0 1.0 ― ― ― ― ― 34.7

　成年男子470級 46 65.2 26.1 ― ― ― ― ― ― ― 30.4

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 61.9 42.9 ― 4.8 ― ― ― ― ― 33.3

　成年男子国体シングルハンダー級 22 45.5 18.2 4.5 ― ― ― ― ― ― 45.5

　成年女子シーホッパー級SR 12 58.3 25.0 ― ― ― ― ― ― ― 33.3

少年ヨット･計 132 25.8 3.8 0.8 0.8 1.5 0.8 ― 0.8 ― 68.9

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 24.0 2.0 2.0 ― 2.0 ― ― 2.0 ― 68.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 9.1 3.0 ― ― ― ― ― ― ― 90.9

　少年男子シーホッパー級SR 31 41.9 9.7 ― 3.2 3.2 ― ― ― ― 51.6

　少年女子シーホッパー級SR 18 33.3 ― ― ― ― 5.6 ― ― ― 61.1

ウインドサーフィン･計 30 6.7 3.3 ― 3.3 ― ― ― ― ― 90.0

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 10.0 5.0 ― 5.0 ― ― ― ― ― 85.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1二人⑦
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：二人乗り カテゴリー：インカレ（大学）女子 ]

インカレ女子・二人乗りの種目で取り組むべき艇種
としては、「470級」が40％と突出。

✔ 区分別では指導者が高く、6割弱が「470級」に取
り組むべきと回答。

✔ 国体成年女子セーリングスピリッツ級に参加した
選手では、3人に2人が「470級」を支持しており 、
続いて「スナイプ級」が4割。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：二人乗り　カテゴリー：インカレ女子 ]

（％）

    調査数

470級 スナイプ級

セーリング

スピリッツ

級

420級 29er ＦＪ級 49er
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 40.0 13.5 1.1 1.1 0.8 0.3 ― 0.3 ― 55.4

運営役員 17 41.2 11.8 ― ― ― ― ― ― ― 58.8

指導者 56 57.1 17.9 ― ― 1.8 ― ― ― ― 39.3

選手 282 37.6 13.1 1.4 1.4 0.4 0.4 ― 0.4 ― 57.4

ヨット･計 233 39.5 13.7 1.3 1.3 0.4 0.4 ― 0.4 ― 55.8

成年ヨット･計 101 59.4 26.7 1.0 1.0 ― ― ― ― ― 36.6

　成年男子470級 46 63.0 26.1 ― ― ― ― ― ― ― 32.6

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 66.7 42.9 ― 4.8 ― ― ― ― ― 33.3

　成年男子国体シングルハンダー級 22 45.5 13.6 4.5 ― ― ― ― ― ― 50.0

　成年女子シーホッパー級SR 12 58.3 25.0 ― ― ― ― ― ― ― 33.3

少年ヨット･計 132 24.2 3.8 1.5 1.5 0.8 0.8 ― 0.8 ― 70.5

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 20.0 2.0 4.0 2.0 ― ― ― 2.0 ― 72.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 9.1 3.0 ― ― ― ― ― ― ― 90.9

　少年男子シーホッパー級SR 31 41.9 9.7 ― 3.2 3.2 ― ― ― ― 51.6

　少年女子シーホッパー級SR 18 33.3 ― ― ― ― 5.6 ― ― ― 61.1

ウインドサーフィン･計 30 6.7 3.3 ― 3.3 ― ― ― ― ― 90.0

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 10.0 5.0 ― 5.0 ― ― ― ― ― 85.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1二人⑧
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　成年女子セーリングスピリッツ級
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：ウインドサーフィン カテゴリー：インカレ（大学）男子 ]

インカレ男子・ウインドサーフィンの種目で取り組むべき艇
種としては、「テクノ293」「RS：X」が6％。

✔ 国体成年男子・ウイン ドサーフ ィン級に参加した選手では
「テク ノ293」 を支持したのは5割と高く、続いて「RS：X」が
2割。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：ウインドサーフィン　カテゴリー：インカレ男子 ]

（％）

    調査数

テクノ293 ＲＳ：Ｘ

国体

ウインド

サーフィン

級

その他

ウインド

サーフィン

その他 無回答

全体 370 6.2 5.9 0.5 0.8 ― 86.2

運営役員 17 ― ― ― ― ― 100.0

指導者 56 5.4 5.4 1.8 ― ― 87.5

選手 282 7.1 6.0 0.4 1.1 ― 85.1

ヨット･計 233 0.9 4.7 0.4 0.9 ― 92.7

成年ヨット･計 101 1.0 7.9 1.0 2.0 ― 87.1

　成年男子470級 46 2.2 8.7 2.2 2.2 ― 82.6

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 ― 4.8 ― 4.8 ― 90.5

　成年男子国体シングルハンダー級 22 ― 9.1 ― ― ― 90.9

　成年女子シーホッパー級SR 12 ― 8.3 ― ― ― 91.7

少年ヨット･計 132 0.8 2.3 ― ― ― 97.0

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 ― 4.0 ― ― ― 96.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― ― ― ― ― 100.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 3.2 3.2 ― ― ― 93.5

　少年女子シーホッパー級SR 18 ― ― ― ― ― 100.0

ウインドサーフィン･計 30 50.0 20.0 ― 3.3 ― 26.7

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 50.0 20.0 ― 5.0 ― 25.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 50.0 20.0 ― ― ― 30.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1WS⑦

区分別

選手×

国体

参加

種目別

0

20

40

60

80

100

運営役員

選手

指導者

　成年男子国体ウインドサーフィン級
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

[ 種目：ウインドサーフィン カテゴリー：インカレ（大学）女子 ]

インカレ女子・ウインドサーフィンの種目で取り組むべき艇種と
しては、「テクノ293」が7％、「RS：X」が5％。

✔ 国体成年女子・ウイン ドサーフ ィン級に参加した選手では
「テク ノ293」 を支持したのは5割と高く、続いて「RS：X」が2割。

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：ウインドサーフィン　カテゴリー：インカレ女子 ]

（％）

    調査数

テクノ293 ＲＳ：Ｘ

国体

ウインド

サーフィン

級

その他

ウインド

サーフィン

その他 無回答

全体 370 6.5 4.9 0.5 0.8 ― 87.3

運営役員 17 ― ― ― ― ― 100.0

指導者 56 5.4 3.6 1.8 ― ― 89.3

選手 282 7.4 5.3 0.4 1.1 ― 85.8

ヨット･計 233 1.3 4.3 0.4 0.9 ― 93.1

成年ヨット･計 101 1.0 7.9 1.0 2.0 ― 88.1

　成年男子470級 46 2.2 8.7 2.2 2.2 ― 84.8

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 ― 4.8 ― 4.8 ― 90.5

　成年男子国体シングルハンダー級 22 ― 9.1 ― ― ― 90.9

　成年女子シーホッパー級SR 12 ― 8.3 ― ― ― 91.7

少年ヨット･計 132 1.5 1.5 ― ― ― 97.0

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 2.0 2.0 ― ― ― 96.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― ― ― ― ― 100.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 3.2 3.2 ― ― ― 93.5

　少年女子シーホッパー級SR 18 ― ― ― ― ― 100.0

ウインドサーフィン･計 30 50.0 16.7 ― 3.3 ― 30.0

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 50.0 15.0 ― 5.0 ― 30.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 50.0 20.0 ― ― ― 30.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1WS⑧

区分別

選手×

国体

参加

種目別
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　成年女子国体ウインドサーフィン級
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：一人乗り カテゴリー：インターハイ（高校）男子 ] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：一人乗り　カテゴリー：インターハイ男子 ]

（％）

    調査数

レーザー

ラジアル

級

レーザー

級

シー

ホッパー

級

スモール

リグ

シー

ホッパー

級

レーザー

4.7
モス級

国体

シングル

ハンダー

級

ＯＰ級
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 22.4 9.2 6.2 2.4 0.5 ― ― ― 0.3 ― 60.0

運営役員 17 41.2 5.9 ― 11.8 5.9 ― ― ― ― ― 41.2

指導者 56 51.8 7.1 3.6 1.8 ― ― ― ― ― ― 35.7

選手 282 16.0 9.9 7.1 2.1 0.4 ― ― ― 0.4 ― 65.2

ヨット･計 233 16.3 10.7 7.7 2.6 0.4 ― ― ― 0.4 ― 63.1

成年ヨット･計 101 21.8 10.9 5.0 3.0 1.0 ― ― ― 1.0 ― 59.4

　成年男子470級 46 13.0 8.7 ― 6.5 2.2 ― ― ― 2.2 ― 67.4

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 14.3 19.0 4.8 ― ― ― ― ― ― ― 66.7

　成年男子国体シングルハンダー級 22 40.9 4.5 13.6 ― ― ― ― ― ― ― 45.5

　成年女子シーホッパー級SR 12 33.3 16.7 8.3 ― ― ― ― ― ― ― 41.7

少年ヨット･計 132 12.1 10.6 9.8 2.3 ― ― ― ― ― ― 65.9

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 8.0 12.0 6.0 4.0 ― ― ― ― ― ― 70.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 6.1 3.0 9.1 ― ― ― ― ― ― ― 84.8

　少年男子シーホッパー級SR 31 22.6 19.4 19.4 3.2 ― ― ― ― ― ― 35.5

　少年女子シーホッパー級SR 18 16.7 5.6 5.6 ― ― ― ― ― ― ― 72.2

ウインドサーフィン･計 30 ― 6.7 ― ― ― ― ― ― ― ― 93.3

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 ― 10.0 ― ― ― ― ― ― ― ― 90.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1一人⑤

区分別

選手×
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種目別
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：一人乗り カテゴリー：インターハイ（高校）女子 ] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：一人乗り　カテゴリー：インターハイ女子 ]

（％）

    調査数

レーザー

ラジアル

級

レーザー

級

シー

ホッパー

級

スモール

リグ

シー

ホッパー

級

レーザー

4.7
モス級

国体

シングル

ハンダー

級

ＯＰ級
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 25.4 5.9 5.7 2.4 1.6 ― ― ― 0.5 ― 60.0

運営役員 17 47.1 ― ― 11.8 5.9 ― ― ― ― ― 41.2

指導者 56 55.4 3.6 3.6 1.8 ― ― ― ― ― ― 35.7

選手 282 18.8 6.7 6.0 2.1 1.8 ― ― ― 0.7 ― 65.6

ヨット･計 233 20.2 7.3 6.4 2.6 1.7 ― ― ― 0.4 ― 63.5

成年ヨット･計 101 26.7 5.9 4.0 4.0 3.0 ― ― ― 1.0 ― 58.4

　成年男子470級 46 17.4 4.3 ― 6.5 2.2 ― ― ― 2.2 ― 67.4

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 19.0 14.3 4.8 4.8 ― ― ― ― ― ― 61.9

　成年男子国体シングルハンダー級 22 45.5 ― 9.1 ― 4.5 ― ― ― ― ― 45.5

　成年女子シーホッパー級SR 12 41.7 8.3 8.3 ― 8.3 ― ― ― ― ― 41.7

少年ヨット･計 132 15.2 8.3 8.3 1.5 0.8 ― ― ― ― ― 67.4

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 12.0 8.0 6.0 2.0 ― ― ― ― ― ― 72.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 6.1 3.0 9.1 ― ― ― ― ― ― ― 84.8

　少年男子シーホッパー級SR 31 25.8 12.9 9.7 3.2 3.2 ― ― ― ― ― 48.4

　少年女子シーホッパー級SR 18 22.2 11.1 11.1 ― ― ― ― ― ― ― 55.6

ウインドサーフィン･計 30 ― 3.3 ― ― ― ― ― ― 3.3 ― 93.3

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 ― 5.0 ― ― ― ― ― ― 5.0 ― 90.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1一人⑥

区分別

選手×

国体

参加

種目別
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：一人乗り カテゴリー：インカレ（大学）男子 ] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答） ※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：一人乗り　カテゴリー：国体インカレ男子 ]

（％）

    調査数

レーザー

級

レーザー

ラジアル

級

シー

ホッパー

級

シー

ホッパー

級

スモール

リグ

モス級

国体

シングル

ハンダー

級

レーザー

4.7
ＯＰ級

その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 28.6 3.8 1.6 0.5 0.3 ― ― ― ― 0.3 65.9

運営役員 17 29.4 5.9 ― ― ― ― ― ― ― ― 64.7

指導者 56 50.0 3.6 3.6 ― ― ― ― ― ― 1.8 42.9

選手 282 25.2 3.9 1.4 0.7 0.4 ― ― ― ― ― 69.5

ヨット･計 233 25.8 3.9 1.3 0.9 0.4 ― ― ― ― ― 68.7

成年ヨット･計 101 36.6 3.0 1.0 2.0 ― ― ― ― ― ― 58.4

　成年男子470級 46 34.8 2.2 ― ― ― ― ― ― ― ― 63.0

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 28.6 4.8 ― ― ― ― ― ― ― ― 66.7

　成年男子国体シングルハンダー級 22 40.9 4.5 4.5 4.5 ― ― ― ― ― ― 50.0

　成年女子シーホッパー級SR 12 50.0 ― ― 8.3 ― ― ― ― ― ― 41.7

少年ヨット･計 132 17.4 4.5 1.5 ― 0.8 ― ― ― ― ― 76.5

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 18.0 2.0 4.0 ― ― ― ― ― ― ― 76.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 3.0 3.0 ― ― ― ― ― ― ― ― 93.9

　少年男子シーホッパー級SR 31 32.3 6.5 ― ― 3.2 ― ― ― ― ― 61.3

　少年女子シーホッパー級SR 18 16.7 11.1 ― ― ― ― ― ― ― ― 72.2

ウインドサーフィン･計 30 10.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 90.0

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 15.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 85.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1一人⑦

区分別
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：一人乗り カテゴリー：インカレ（大学）女子 ] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：一人乗り　カテゴリー：インカレ女子 ]

（％）

    調査数

レーザー

ラジアル

級

レーザー

級

シー

ホッパー

級

スモール

リグ

シー

ホッパー

級

モス級 ＯＰ級

国体

シングル

ハンダー

級

レーザー

4.7

その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 19.2 12.7 1.4 1.4 0.3 ― ― ― 0.3 0.3 65.4

運営役員 17 17.6 11.8 ― ― ― ― ― ― ― ― 64.7

指導者 56 39.3 14.3 1.8 1.8 ― ― ― ― ― 1.8 42.9

選手 282 16.0 12.8 1.4 1.4 0.4 ― ― ― 0.4 ― 68.8

ヨット･計 233 16.3 13.3 1.7 1.3 0.4 ― ― ― ― ― 67.8

成年ヨット･計 101 23.8 14.9 1.0 2.0 ― ― ― ― ― ― 59.4

　成年男子470級 46 21.7 13.0 ― 2.2 ― ― ― ― ― ― 63.0

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 14.3 19.0 ― ― ― ― ― ― ― ― 66.7

　成年男子国体シングルハンダー級 22 36.4 9.1 ― 4.5 ― ― ― ― ― ― 54.5

　成年女子シーホッパー級SR 12 25.0 25.0 8.3 ― ― ― ― ― ― ― 41.7

少年ヨット･計 132 10.6 12.1 2.3 0.8 0.8 ― ― ― ― ― 74.2

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 10.0 10.0 2.0 2.0 ― ― ― ― ― ― 76.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 3.0 3.0 ― ― ― ― ― ― ― ― 93.9

　少年男子シーホッパー級SR 31 12.9 25.8 ― ― 3.2 ― ― ― ― ― 61.3

　少年女子シーホッパー級SR 18 22.2 11.1 11.1 ― ― ― ― ― ― ― 55.6

ウインドサーフィン･計 30 3.3 3.3 ― ― ― ― ― ― 3.3 ― 90.0

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 5.0 5.0 ― ― ― ― ― ― 5.0 ― 85.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1一人⑧

区分別

選手×

国体
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種目別
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　成年女子シーホッパー級SR
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：ウインドサーフィン カテゴリー：国体少年男子] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：ウインドサーフィン　カテゴリー：国体少年男子 ]

（％）

    調査数

テクノ293 ＲＳ：Ｘ

国体

ウインド

サーフィン

級

その他

ウインド

サーフィン

その他 無回答

全体 370 6.8 3.2 0.5 0.3 ― 89.2

運営役員 17 ― ― ― ― ― 100.0

指導者 56 5.4 3.6 1.8 ― ― 89.3

選手 282 7.1 3.5 0.4 0.4 ― 88.7

ヨット･計 233 2.1 3.0 0.4 0.4 ― 94.0

成年ヨット･計 101 3.0 4.0 1.0 1.0 ― 91.1

　成年男子470級 46 2.2 6.5 2.2 ― ― 89.1

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 ― ― ― 4.8 ― 95.2

　成年男子国体シングルハンダー級 22 9.1 4.5 ― ― ― 86.4

　成年女子シーホッパー級SR 12 ― ― ― ― ― 100.0

少年ヨット･計 132 1.5 2.3 ― ― ― 96.2

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 2.0 4.0 ― ― ― 94.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― ― ― ― ― 100.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 3.2 3.2 ― ― ― 93.5

　少年女子シーホッパー級SR 18 ― ― ― ― ― 100.0

ウインドサーフィン･計 30 36.7 10.0 ― ― ― 53.3

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 40.0 15.0 ― ― ― 45.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 30.0 ― ― ― ― 70.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1WS③

区分別

選手×

国体
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種目別
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：ウインドサーフィン カテゴリー：国体少年女子] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：ウインドサーフィン　カテゴリー：国体少年女子 ]

（％）

    調査数

テクノ293 ＲＳ：Ｘ

国体

ウインド

サーフィン

級

その他

ウインド

サーフィン

その他 無回答

全体 370 6.5 3.2 0.3 0.3 ― 89.7

運営役員 17 ― ― ― ― ― 100.0

指導者 56 5.4 3.6 1.8 ― ― 89.3

選手 282 7.1 3.5 ― 0.4 ― 89.0

ヨット･計 233 2.1 3.0 ― 0.4 ― 94.4

成年ヨット･計 101 3.0 4.0 ― 1.0 ― 92.1

　成年男子470級 46 2.2 6.5 ― ― ― 91.3

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 ― ― ― 4.8 ― 95.2

　成年男子国体シングルハンダー級 22 9.1 4.5 ― ― ― 86.4

　成年女子シーホッパー級SR 12 ― ― ― ― ― 100.0

少年ヨット･計 132 1.5 2.3 ― ― ― 96.2

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 2.0 4.0 ― ― ― 94.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― ― ― ― ― 100.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 3.2 3.2 ― ― ― 93.5

　少年女子シーホッパー級SR 18 ― ― ― ― ― 100.0

ウインドサーフィン･計 30 36.7 10.0 ― ― ― 53.3

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 40.0 15.0 ― ― ― 45.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 30.0 ― ― ― ― 70.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1WS④
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：ウインドサーフィン カテゴリー：インターハイ（高校）男子 ] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答） ※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：ウインドサーフィン　カテゴリー：インターハイ男子 ]

（％）

    調査数

テクノ293 ＲＳ：Ｘ

国体

ウインド

サーフィン

級

その他

ウインド

サーフィン

その他 無回答

全体 370 6.2 2.7 0.3 0.5 0.3 90.0

運営役員 17 ― ― ― ― ― 100.0

指導者 56 5.4 3.6 1.8 ― ― 89.3

選手 282 6.7 2.8 ― 0.7 0.4 89.4

ヨット･計 233 1.7 2.1 ― 0.9 ― 95.3

成年ヨット･計 101 2.0 3.0 ― 2.0 ― 93.1

　成年男子470級 46 2.2 4.3 ― 2.2 ― 91.3

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 ― ― ― 4.8 ― 95.2

　成年男子国体シングルハンダー級 22 4.5 4.5 ― ― ― 90.9

　成年女子シーホッパー級SR 12 ― ― ― ― ― 100.0

少年ヨット･計 132 1.5 1.5 ― ― ― 97.0

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 2.0 2.0 ― ― ― 96.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― ― ― ― ― 100.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 3.2 3.2 ― ― ― 93.5

　少年女子シーホッパー級SR 18 ― ― ― ― ― 100.0

ウインドサーフィン･計 30 40.0 10.0 ― ― ― 50.0

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 40.0 15.0 ― ― ― 45.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 40.0 ― ― ― ― 60.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1WS⑤

区分別

選手×

国体

参加

種目別
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指導者

　成年男子国体ウインドサーフィン級



選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケート 35

国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：ウインドサーフィン カテゴリー：インターハイ（高校）女子 ] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答） ※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：ウインドサーフィン　カテゴリー：インターハイ女子 ]

（％）

    調査数

テクノ293 ＲＳ：Ｘ

国体

ウインド

サーフィン

級

その他

ウインド

サーフィン

その他 無回答

全体 370 5.7 2.7 0.3 0.5 ― 90.8

運営役員 17 ― ― ― ― ― 100.0

指導者 56 5.4 3.6 1.8 ― ― 89.3

選手 282 6.4 2.8 ― 0.7 ― 90.1

ヨット･計 233 1.7 2.1 ― 0.9 ― 95.3

成年ヨット･計 101 2.0 3.0 ― 2.0 ― 93.1

　成年男子470級 46 2.2 4.3 ― 2.2 ― 91.3

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 ― ― ― 4.8 ― 95.2

　成年男子国体シングルハンダー級 22 4.5 4.5 ― ― ― 90.9

　成年女子シーホッパー級SR 12 ― ― ― ― ― 100.0

少年ヨット･計 132 1.5 1.5 ― ― ― 97.0

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 2.0 2.0 ― ― ― 96.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― ― ― ― ― 100.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 3.2 3.2 ― ― ― 93.5

　少年女子シーホッパー級SR 18 ― ― ― ― ― 100.0

ウインドサーフィン･計 30 36.7 10.0 ― ― ― 53.3

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 35.0 15.0 ― ― ― 50.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 40.0 ― ― ― ― 60.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1WS⑥

区分別

選手×

国体

参加

種目別
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　成年女子国体ウインドサーフィン級



選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケート 36

国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：ハイパフォーマンス カテゴリー：成年男子 ] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：ハイパフォーマンス　カテゴリー：国体成年男子 ]

（％）

    調査数

49er 29er モス級

セーリング

スピリッツ

級

その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 11.1 1.6 0.8 0.8 ― ― 85.4

運営役員 17 11.8 5.9 ― ― ― ― 82.4

指導者 56 8.9 3.6 1.8 3.6 ― ― 82.1

選手 282 12.1 1.1 0.7 ― ― ― 85.8

ヨット･計 233 12.0 1.3 0.9 ― ― ― 85.4

成年ヨット･計 101 18.8 3.0 2.0 ― ― ― 75.2

　成年男子470級 46 21.7 6.5 2.2 ― ― ― 69.6

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 14.3 ― ― ― ― ― 85.7

　成年男子国体シングルハンダー級 22 13.6 ― 4.5 ― ― ― 77.3

　成年女子シーホッパー級SR 12 25.0 ― ― ― ― ― 75.0

少年ヨット･計 132 6.8 ― ― ― ― ― 93.2

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 10.0 ― ― ― ― ― 90.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― ― ― ― ― ― 100.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 9.7 ― ― ― ― ― 90.3

　少年女子シーホッパー級SR 18 5.6 ― ― ― ― ― 94.4

ウインドサーフィン･計 30 6.7 ― ― ― ― ― 93.3

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 10.0 ― ― ― ― ― 90.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1ハイ①

区分別

選手×
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選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケート 37

国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：ハイパフォーマンス カテゴリー：成年女子 ] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：ハイパフォーマンス　カテゴリー：国体成年女子 ]

（％）

    調査数

29er 49er

セーリング

スピリッツ

級

モス級
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 6.8 2.2 2.2 ― ― ― 88.6

運営役員 17 11.8 ― ― ― ― ― 88.2

指導者 56 3.6 1.8 5.4 ― ― ― 89.3

選手 282 7.4 2.5 1.4 ― ― ― 88.3

ヨット･計 233 7.3 2.6 1.7 ― ― ― 88.0

成年ヨット･計 101 13.9 2.0 4.0 ― ― ― 79.2

　成年男子470級 46 19.6 4.3 4.3 ― ― ― 71.7

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 4.8 ― ― ― ― ― 95.2

　成年男子国体シングルハンダー級 22 13.6 ― 4.5 ― ― ― 77.3

　成年女子シーホッパー級SR 12 8.3 ― 8.3 ― ― ― 83.3

少年ヨット･計 132 2.3 3.0 ― ― ― ― 94.7

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 4.0 4.0 ― ― ― ― 92.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― ― ― ― ― ― 100.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 ― 6.5 ― ― ― ― 93.5

　少年女子シーホッパー級SR 18 5.6 ― ― ― ― ― 94.4

ウインドサーフィン･計 30 ― 3.3 ― ― ― ― 96.7

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 ― 5.0 ― ― ― ― 95.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1ハイ②

区分別

選手×
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　成年女子セーリングスピリッツ級
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：ハイパフォーマンス カテゴリー：少年男子 ] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：ハイパフォーマンス　カテゴリー：国体少年男子 ]

（％）

    調査数

29er

セーリング

スピリッツ

級

49er モス級
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 11.1 1.9 0.5 ― ― ― 86.5

運営役員 17 11.8 ― ― ― ― ― 88.2

指導者 56 14.3 5.4 ― ― ― ― 82.1

選手 282 10.6 1.1 0.7 ― ― ― 87.2

ヨット･計 233 11.2 1.3 0.4 ― ― ― 86.7

成年ヨット･計 101 16.8 3.0 ― ― ― ― 79.2

　成年男子470級 46 17.4 4.3 ― ― ― ― 76.1

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 4.8 ― ― ― ― ― 95.2

　成年男子国体シングルハンダー級 22 27.3 ― ― ― ― ― 72.7

　成年女子シーホッパー級SR 12 16.7 8.3 ― ― ― ― 75.0

少年ヨット･計 132 6.8 ― 0.8 ― ― ― 92.4

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 10.0 ― ― ― ― ― 90.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― ― ― ― ― ― 100.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 9.7 ― 3.2 ― ― ― 87.1

　少年女子シーホッパー級SR 18 5.6 ― ― ― ― ― 94.4

ウインドサーフィン･計 30 ― ― 3.3 ― ― ― 96.7

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 ― ― 5.0 ― ― ― 95.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1ハイ③

区分別

選手×

国体

参加

種目別
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　少年男子セーリングスピリッツ級



選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケート 39

国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：ハイパフォーマンス カテゴリー：少年女子 ] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：ハイパフォーマンス　カテゴリー：国体少年女子 ]

（％）

    調査数

29er

セーリング

スピリッツ

級

49er モス級
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 9.5 2.2 0.5 ― ― ― 88.1

運営役員 17 5.9 ― ― ― ― ― 94.1

指導者 56 12.5 5.4 ― ― ― ― 83.9

選手 282 9.2 1.4 0.7 ― ― ― 88.7

ヨット･計 233 9.4 1.7 0.4 ― ― ― 88.4

成年ヨット･計 101 15.8 3.0 ― ― ― ― 81.2

　成年男子470級 46 19.6 4.3 ― ― ― ― 76.1

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 4.8 ― ― ― ― ― 95.2

　成年男子国体シングルハンダー級 22 22.7 ― ― ― ― ― 77.3

　成年女子シーホッパー級SR 12 8.3 8.3 ― ― ― ― 83.3

少年ヨット･計 132 4.5 0.8 0.8 ― ― ― 93.9

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 8.0 ― ― ― ― ― 92.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― 3.0 ― ― ― ― 97.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 3.2 ― 3.2 ― ― ― 93.5

　少年女子シーホッパー級SR 18 5.6 ― ― ― ― ― 94.4

ウインドサーフィン･計 30 ― ― 3.3 ― ― ― 96.7

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 ― ― 5.0 ― ― ― 95.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1ハイ④

区分別

選手×
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　少年女子セーリングスピリッツ級



選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケート 40

国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：ハイパフォーマンス カテゴリー：インターハイ（高校）男子 ] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：ハイパフォーマンス　カテゴリー：インターハイ男子 ]

（％）

    調査数

29er 49er

セーリング

スピリッツ

級

モス級
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 9.2 0.8 1.4 ― ― ― 88.1

運営役員 17 17.6 ― ― ― ― ― 82.4

指導者 56 8.9 ― 3.6 ― ― ― 85.7

選手 282 8.9 1.1 0.7 ― ― ― 89.0

ヨット･計 233 9.0 0.4 0.9 ― ― ― 89.3

成年ヨット･計 101 13.9 ― 2.0 ― ― ― 83.2

　成年男子470級 46 19.6 ― 2.2 ― ― ― 78.3

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 ― ― ― ― ― ― 100.0

　成年男子国体シングルハンダー級 22 4.5 ― ― ― ― ― 90.9

　成年女子シーホッパー級SR 12 33.3 ― 8.3 ― ― ― 58.3

少年ヨット･計 132 5.3 0.8 ― ― ― ― 93.9

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 8.0 ― ― ― ― ― 92.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― ― ― ― ― ― 100.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 6.5 3.2 ― ― ― ― 90.3

　少年女子シーホッパー級SR 18 5.6 ― ― ― ― ― 94.4

ウインドサーフィン･計 30 ― 6.7 ― ― ― ― 93.3

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 ― 10.0 ― ― ― ― 90.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1ハイ⑤

区分別

選手×

国体
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種目別
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選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケート 41

国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：ハイパフォーマンス カテゴリー：インターハイ（高校）女子 ] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：ハイパフォーマンス　カテゴリー：インターハイ女子 ]

（％）

    調査数

29er 49er

セーリング

スピリッツ

級

モス級
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 7.8 0.8 1.4 ― ― ― 89.2

運営役員 17 11.8 ― ― ― ― ― 88.2

指導者 56 8.9 ― 3.6 ― ― ― 85.7

選手 282 7.4 1.1 0.7 ― ― ― 90.1

ヨット･計 233 7.3 0.4 0.9 ― ― ― 90.6

成年ヨット･計 101 11.9 ― 2.0 ― ― ― 85.1

　成年男子470級 46 17.4 ― 2.2 ― ― ― 80.4

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 ― ― ― ― ― ― 100.0

　成年男子国体シングルハンダー級 22 4.5 ― ― ― ― ― 90.9

　成年女子シーホッパー級SR 12 25.0 ― 8.3 ― ― ― 66.7

少年ヨット･計 132 3.8 0.8 ― ― ― ― 94.7

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 6.0 ― ― ― ― ― 94.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― ― ― ― ― ― 97.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 3.2 3.2 ― ― ― ― 93.5

　少年女子シーホッパー級SR 18 5.6 ― ― ― ― ― 94.4

ウインドサーフィン･計 30 ― 6.7 ― ― ― ― 93.3

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 ― 10.0 ― ― ― ― 90.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1ハイ⑥
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選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケート 42

国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：ハイパフォーマンス カテゴリー：インカレ（大学）男子 ] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：ハイパフォーマンス　カテゴリー：インカレ男子 ]

（％）

    調査数

49er 29er モス級

セーリング

スピリッツ

級

その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 5.7 3.0 0.3 0.5 ― ― 90.8

運営役員 17 5.9 11.8 ― ― ― ― 82.4

指導者 56 ― 1.8 1.8 1.8 ― ― 94.6

選手 282 7.1 2.8 ― ― ― ― 90.4

ヨット･計 233 6.9 3.0 ― ― ― ― 90.6

成年ヨット･計 101 8.9 5.9 ― ― ― ― 86.1

　成年男子470級 46 8.7 8.7 ― ― ― ― 82.6

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 4.8 ― ― ― ― ― 95.2

　成年男子国体シングルハンダー級 22 4.5 4.5 ― ― ― ― 90.9

　成年女子シーホッパー級SR 12 25.0 8.3 ― ― ― ― 75.0

少年ヨット･計 132 5.3 0.8 ― ― ― ― 93.9

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 8.0 ― ― ― ― ― 92.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― ― ― ― ― ― 100.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 9.7 ― ― ― ― ― 90.3

　少年女子シーホッパー級SR 18 ― 5.6 ― ― ― ― 94.4

ウインドサーフィン･計 30 3.3 ― ― ― ― ― 96.7

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 5.0 ― ― ― ― ― 95.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1ハイ⑦

区分別

選手×

国体

参加

種目別
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指導者

　成年男子470級
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ①艇種の希望

【参考】[ 種目：ハイパフォーマンス カテゴリー：インカレ（大学）女子 ] ※現状種目なし

■Ⅲ-1.世界で活躍するために取り組むべき艇種　（全体／複数回答）※指導･参加種目以外も回答あり

[ 種目：ハイパフォーマンス　カテゴリー：インカレ女子 ]

（％）

    調査数

29er 49er

セーリング

スピリッツ

級

モス級
その他

ヨット
その他 無回答

全体 370 5.7 1.6 0.8 0.3 ― ― 91.6

運営役員 17 11.8 5.9 ― ― ― ― 82.4

指導者 56 ― ― 1.8 1.8 ― ― 96.4

選手 282 6.7 1.8 0.4 ― ― ― 91.1

ヨット･計 233 6.4 1.7 0.4 ― ― ― 91.4

成年ヨット･計 101 9.9 3.0 1.0 ― ― ― 86.1

　成年男子470級 46 13.0 2.2 2.2 ― ― ― 82.6

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 4.8 ― ― ― ― ― 95.2

　成年男子国体シングルハンダー級 22 9.1 ― ― ― ― ― 90.9

　成年女子シーホッパー級SR 12 8.3 16.7 ― ― ― ― 75.0

少年ヨット･計 132 3.8 0.8 ― ― ― ― 95.5

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 6.0 ― ― ― ― ― 94.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 ― ― ― ― ― ― 100.0

　少年男子シーホッパー級SR 31 3.2 3.2 ― ― ― ― 93.5

　少年女子シーホッパー級SR 18 5.6 ― ― ― ― ― 94.4

ウインドサーフィン･計 30 ― 3.3 ― ― ― ― 96.7

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 ― 5.0 ― ― ― ― 95.0

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 ― ― ― ― ― ― 100.0

※該当種目以外の艇種が回答されている場合、グラフ上は非表示

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3-1ハイ⑧

区分別

選手×

国体

参加

種目別
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国体･高校･大学で取り組むべき艇種 ②艇種選択の理由

「470級」を取り組むべき艇種として挙げた人の理由としては、「オリンピック種目だから・オリンピックに繋がるから」が多い。

「レーザー級」「レーザーラジアル級」「420級」は「国際種目・世界で普及しているから」「国際大会を目指すため」の理由が多い。
✔ 「420級」については、「ユース種目だから、ユースに繋がるから」「次の艇種に繋がるから」も多い。

「セーリングスピリッツ級」「シーホッパー級」「シーホッパーSR級」は、「国体・国内だけなので良くない／必要ない」という意見が多い。
✔ 「シーホッ パーSR級」では「国内で普及しているから」という肯定的な意見を挙げる者も同数（2人）いる。

「FJ級」については、「インターハイの種目だから」「次の艇種に繋がるから」と肯定的な意見と、「その他意見（否定的）」で分かれる。
• 「シーホッパー、ＦＪ、ＳＳなど、世界の選手が主として使用していない船での高校・大学生の強化体制にはムダがあると思う。」

• 「原則、オリンピック・ワールドの使用艇種に合わせるべき。特にＦＪは、現在の高校生にはアンダーパワーで問題がある。」 など

※自由回答の中で艇種を挙げて理由を説明しているものについては艇種別に分類・集計した。

艇種を記載していないものについては、Ⅲ-1で回答した艇種の中でどの艇種についてコ メン トし たのかが特定できないので、「艇種不明（特定できず）とした。

■国体、高校、大学で取り組むべき艇種の理由（自由回答）

（％）

回答数

オ

リ

ン

ピ

ッ
ク

種

目

だ

か

ら

・

オ

リ

ン

ピ

ッ
ク

に

繋

が

る

か

ら

国

際

大

会

を

目

指

す

た

め

国

際

種

目

・

世

界

で

普

及

し

て

い

る

か

ら

選

手

の

育

成

・

強

化

に

良

い

経

済

的

な

理

由

・

安

価

国

体

・

国

内

だ

け

な

の

で

良

く

な

い

/

必

要

な

い

ユ
ー

ス

種

目

だ

か

ら

・

ユ
ー

ス

に

繋

が

る

か

ら

国

内

で

普

及

し

て

い

る

た

め

今

の

ま

ま

で

良

い

乗

り

や

す

い

か

ら

・

シ

ン

プ

ル 国

体

に

つ

い

て

幅

広

い

層

で

・

継

続

し

て

乗

れ

る

普

段

か

ら

乗

っ
て

い

る

艇

種

を

統

一

し

た

方

が

い

い

イ

ン

タ
ー

ハ

イ

に

つ

い

て

体

格

的

に

向

い

て

い

る

か

ら

楽

し

そ

う

・

好

き

・

カ

ッ
コ

イ

イ

か

ら

一

人

乗

り

艇

種

が

必

要

指

導

・

指

導

者

に

関

す

る

こ

と 次

の

艇

種

に

繋

げ

る

た

め

イ

ン

タ
ー

ハ

イ

と

同

じ

だ

か

ら ト

ッ
プ

レ

ベ

ル

・

実

績

が

あ

る

か

ら

多

く

の

・

新

し

い

艇

種

に

乗

り

た

い

か

ら

そ

の

他

意

見

（
肯

定

的

）

そ

の

他

意

見

（
否

定

的

）

そ

の

他

意

見

（
中

立

）

全体 305 22.0 11.5 11.1 9.8 7.9 5.9 4.9 4.6 4.6 3.6 3.6 3.3 3.3 2.3 2.3 2.0 2.0 2.0 1.6 1.3 1.3 1.0 1.0 3.9 6.6 8.5

470について 13 46.2 15.4 15.4 7.7 ― ― ― 15.4 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 7.7 ― ― 15.4 ― 7.7 ― ―

セーリングスピリッツについて 17 ― ― ― 11.8 ― 64.7 ― ― 11.8 ― 11.8 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 11.8 23.5 ―

シーホッパーについて 14 ― ― ― ― 28.6 42.9 ― 14.3 ― ― ― 7.1 ― ― 14.3 ― ― 7.1 ― 7.1 ― ― ― 7.1 7.1 ―

シーホッパーSRについて 6 ― ― ― 16.7 16.7 33.3 ― 33.3 16.7 16.7 ― ― ― ― 16.7 ― ― 16.7 ― ― ― ― ― ― ― ―

レーザーについて 11 18.2 27.3 36.4 9.1 ― ― ― ― ― ― ― 18.2 ― ― ― ― 9.1 ― ― ― ― ― ― ― 9.1 ―

レーザーラジアルについて 6 ― 50.0 50.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

420について 12 ― 50.0 33.3 ― 8.3 ― 16.7 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 16.7 ― ― ― ― ― ―

FJについて 14 7.1 ― ― 7.1 7.1 14.3 ― ― 14.3 ― 7.1 ― ― ― 7.1 ― ― ― 7.1 14.3 14.3 ― ― 7.1 35.7 ―

スナイプについて 9 ― ― ― 44.4 11.1 ― ― 22.2 ― 11.1 ― 22.2 11.1 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 11.1 ― ―

49erについて 2 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 50.0 ― 50.0

29erについて 1 ― ― ― ― ― ― 100.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

ウインドサーフィンについて 8 25.0 ― ― 25.0 ― 12.5 ― 12.5 ― ― 25.0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 25.0 12.5

テクノについて 7 14.3 ― 14.3 ― 14.3 ― ― 14.3 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 28.6 14.3

RS:Xについて 8 50.0 ― 25.0 25.0 12.5 ― ― ― ― 12.5 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 12.5 12.5

艇種不明（特定できず） 196 26.0 13.8 11.7 7.7 7.1 1.5 6.1 2.6 4.6 4.1 3.1 3.1 4.6 3.6 1.5 3.1 2.6 2.0 2.0 ― 1.0 0.5 1.5 2.6 2.0 10.2

※全体の降順ソート Ⅲ-2
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チャーター艇の可能性 ①艇種を変更する場合、チャーター艇を希望するか

艇種を変更する場合、「チャーター艇を希望する」と回答した人は57％で、「希望しない」（27％）を大きく上回った。

「チャーター艇を希望する」割合が高いのは、「指導者」で68％。

■Ⅲ-3. （1）艇種を変更する場合、チャーター艇を希望するか（全体／単一回答）

希望する 希望しない 無回答

●凡例

全体 (n=370)

運営役員 (n= 17)

指導者 (n= 56)

選手 (n=282)

ヨット･計 (n=233)

成年ヨット･計 (n=101)

　成年男子470級 (n= 46)

　成年女子セーリングスピリッツ級 (n= 21)

　成年男子国体シングルハンダー級 (n= 22)

　成年女子シーホッパー級SR (n= 12)

少年ヨット･計 (n=132)

　少年男子セーリングスピリッツ級 (n= 50)

　少年女子セーリングスピリッツ級 (n= 33)

　少年男子シーホッパー級SR (n= 31)

　少年女子シーホッパー級SR (n= 18)

ウインドサーフィン･計 (n= 30)

　成年男子国体ウインドサーフィン級 (n= 20)

　成年女子国体ウインドサーフィン級 (n= 10)

Q3(1)

区分別

選手×

国体

参加

種目別

41.2

67.9

56.4

55.4

55.4

52.2

66.7

59.1

41.7

55.3

66.0

36.4

64.5

44.4

63.3

60.0

70.0

27.3

17.6

21.4

29.4

29.6

26.7

32.6

14.3

18.2

41.7

31.8

24.0

42.4

29.0

38.9

26.7

35.0

10.0

15.7

41.2

10.7

14.2

15.0

17.8

15.2

19.0

22.7

16.7

12.9

10.0

21.2

6.5

16.7

10.0

20.0

57.0％

5.0
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チャーター艇の可能性 ②チャーター艇を希望する場合、変更希望は容易になるか

チャーター艇を希望する人の中で、「チャーター艇を用意することによって艇種変更が容易になると思う」と回答した割合は74％。

■Ⅲ-3. （2）チャーター艇によって変更が容易になるか　（チャーター艇を希望する／単一回答）

思う 思わない 無回答

●凡例

全体 (n=211)

運営役員 (n= 7)

指導者 (n= 38)

選手 (n=159)

ヨット･計 (n=129)

成年ヨット･計 (n= 56)

　成年男子470級 (n= 24)

　成年女子セーリングスピリッツ級 (n= 14)

　成年男子国体シングルハンダー級 (n= 13)

　成年女子シーホッパー級SR (n= 5)

少年ヨット･計 (n= 73)

　少年男子セーリングスピリッツ級 (n= 33)

　少年女子セーリングスピリッツ級 (n= 12)

　少年男子シーホッパー級SR (n= 20)

　少年女子シーホッパー級SR (n= 8)

ウインドサーフィン･計 (n= 19)

　成年男子国体ウインドサーフィン級 (n= 12)

　成年女子国体ウインドサーフィン級 (n= 7)

Q3(2)

区分別

選手×

国体

参加

種目別

85.7

81.6

73.6

72.1

73.2

70.8

64.3

84.6

80.0

71.2

66.7

75.0

80.0

62.5

84.2

75.0

100.0

23.2

14.3

15.8

23.9

26.4

25.0

25.0

35.7

15.4

20.0

27.4

33.3

25.0

20.0

25.0

15.8

25.0

12.5

74.4％

――

―

―

―

―

1.4

―

―

―

4.2

1.8

1.6

2.5

2.6

―

2.4

―
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チャーター艇の可能性 ③チャーター艇が用意される場合、費用負担は可能か

チャーター艇を希望する人の中で、「チャーター艇を用意される場合、一定の費用負担（チャーター料）は可能」と回答した割合は78％。

■Ⅲ-3. （3）チャーター艇の費用負担は可能か　（チャーター艇を希望する／単一回答）

可能 不可能 無回答

●凡例

全体 (n=211)

運営役員 (n= 7)

指導者 (n= 38)

選手 (n=159)

ヨット･計 (n=129)

成年ヨット･計 (n= 56)

　成年男子470級 (n= 24)

　成年女子セーリングスピリッツ級 (n= 14)

　成年男子国体シングルハンダー級 (n= 13)

　成年女子シーホッパー級SR (n= 5)

少年ヨット･計 (n= 73)

　少年男子セーリングスピリッツ級 (n= 33)

　少年女子セーリングスピリッツ級 (n= 12)

　少年男子シーホッパー級SR (n= 20)

　少年女子シーホッパー級SR (n= 8)

ウインドサーフィン･計 (n= 19)

　成年男子国体ウインドサーフィン級 (n= 12)

　成年女子国体ウインドサーフィン級 (n= 7)

Q3(4)

区分別

選手×

国体

参加

種目別

100.0

76.3

76.1

76.7

82.1

83.3

64.3

100.0

80.0

72.6

78.8

66.7

70.0

62.5

68.4

66.7

71.4

17.5

18.4

18.9

20.2

12.5

12.5

28.6

26.0

18.2

33.3

30.0

37.5

21.1

25.0

77.7％

―

―

―

14.3

―

14.3

10.5

―

―

3.0

1.4

20.0

―

7.1

4.2

5.4

3.1

5.0

5.3

―

4.7

8.3
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艇種を変更する場合に問題になる事

艇種を変更する場合に問題となる事としては、「経済的理由（コストが掛る）」が突出しており63％。

続いて「他の競技会との種目の相違」（21％）、「指導者が不在」（17％）、「行政（都道府県）の支援が受けられない」（15％）。

区分別では、指導者の3割近くが「行政（都道府県）の支援が受けられない」と回答。

■Ⅲ-3. （4）艇種を変更する場合に問題になる事　（全体／複数回答）

（％）

    調査数

経済的理由
他の競技会との

種目の相違

指導者が

不在

行政（都道府県）の

支援が

受けられない

その他 無回答

全体 370 62.7 21.4 16.8 14.6 7.8 19.5

運営役員 17 70.6 23.5 17.6 5.9 5.9 29.4

指導者 56 71.4 21.4 14.3 26.8 10.7 16.1

選手 282 61.7 22.0 17.0 12.4 7.4 18.8

ヨット･計 233 60.1 22.3 16.3 12.0 6.0 20.6

成年ヨット･計 101 66.3 19.8 15.8 12.9 8.9 19.8

　成年男子470級 46 65.2 23.9 10.9 13.0 6.5 21.7

　成年女子セーリングスピリッツ級 21 71.4 19.0 33.3 4.8 14.3 19.0

　成年男子国体シングルハンダー級 22 59.1 18.2 9.1 27.3 13.6 13.6

　成年女子シーホッパー級SR 12 75.0 8.3 16.7 ― ― 25.0

少年ヨット･計 132 55.3 24.2 16.7 11.4 3.8 21.2

　少年男子セーリングスピリッツ級 50 64.0 24.0 18.0 10.0 2.0 20.0

　少年女子セーリングスピリッツ級 33 45.5 21.2 15.2 9.1 3.0 24.2

　少年男子シーホッパー級SR 31 58.1 25.8 19.4 19.4 3.2 19.4

　少年女子シーホッパー級SR 18 44.4 27.8 11.1 5.6 11.1 22.2

ウインドサーフィン･計 30 76.7 20.0 20.0 13.3 16.7 6.7

　成年男子国体ウインドサーフィン級 20 80.0 20.0 25.0 15.0 20.0 ―

　成年女子国体ウインドサーフィン級 10 70.0 20.0 10.0 10.0 10.0 20.0

※「選手｣の降順ソート　　　　　　　※｢全体｣より 10pt 5pt 以上高い値にハイライト Q3(4)
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種目別

0

20

40

60

80

100

運営役員

指導者

選手



選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケート 49

オリンピック特別委員会およびジュニア･ユース育成強化委員会への意見

オリンピック特別委員会およびジュニア・ユース育成強化委員会への要望・意見としては、

「ジュニア・ユースの強化が必要」「選手の育成・強化全般についての意見」など、育成・強化についての要望が多くみられた。

また、「各地域・地方の活性化に対する要望」が9人と多いのも特徴。

その他「JSAFの取り組みに対する評価」「経済的な問題の改善が必要」が多い。

■オリンピック特別委員会およびジュニア･ユース育成強化委員会の取り組みについて、要望･意見（自由回答）

回答数

各
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域

・

地

方

の

活
性

化
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選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケート 50

調査票

国体セーリング競技参加　指導者・選手　各位

日本のセーリング界が発展し、選手達が世界に羽ばたくための方策についてのアンケートに

ご協力下さい。

指導者 選手 男 女 年齢

　 歳

Yes No

Ⅰ．指導者に伺います

種目

階層 社会人 大学生 高校生 ジュニア その他

Ⅱ．選手に伺います

Ⅲ．以下からは指導者および選手共に回答をお願いします

　　ｶﾃｺﾞﾘー
　　　　種目

成年男子

成年女子

少年男子

少年女子

男子

女子

男子

女子

（３）今後乗りたいと考えている艇種

（２）普段乗っている艇種

（１）国体参加の種目

皆様のご意見をいただきたく、下記のアンケートへの回答ご協力をよろしくお願いいたします。

近年、アジア諸国（シンガポール、中国、韓国、マレーシアetc)も選手強化に本腰を入れています。このままでは

9月４日に開催されたJSAF理事会においても問題点を洗い出し、継続的に協議・検討する事が決定されました。

　　つきましては国体開催中でご多忙とは存じますが日本のセーリングが今後も発展し続ける方策を見出すために

（４）普段乗っている艇の所有者

１．日本のセーリング界が発展し、選手達が世界に羽ばたくため、どの様な艇種を国体、高校、大学で

　オリンピック特別委員会とジュニア・ユース育成強化委員会では日本のセーリングが発展し、
選手達が世界に羽ばたくために何が必要か検討を重ねております。
考えられる現在の課題点は、添付した「チラシ」に記載しておりますのでご覧ください。

日本のセーリングは世界から取り残されてしまうのではないかとの危機感を抱いております。

ハイパフォーマンス

＊いずれかに○印をお付け下さい

添付したチラシを見た事がありますか

　取り組むべきと思いますか？　空欄に艇種名をご記入ください（複数艇種の記載も可）

指導されている種目、階層

　　2．選手の方はご自身の国体参加の種目についてご記入ください（他種目の回答も可です）

二人乗り 一人乗り ウィンドサーフィン

＊１．指導者の方は指導されている種目については必ず回答下さい、それ以外の種目は任意で回答下さい

国体

＜裏面も記載下さい＞

インカレ
（大学）

インター
ハイ

（高校）

＊いずれかに○印をお付け下さい

２０１０年９月
(財）日本セーリング連盟
オリンピック特別委員会

ｼﾞｭﾆｱ･ﾕｰｽ育成強化委員会

２．前記１で回答頂いた艇種の理由をお書き下さい

（１）変更する場合、可能であればレース参加に際しチャーター艇が準備される事について

希望する 希望しない

（2）希望する場合　チャーター艇が準備される事によって変更が容易になると思いますか？

思う 思わない

（３）チャーター艇が用意される場合、一定の費用負担（チャーター料）は可能ですか？

可能 不可能

　１．他の競技会との種目の相違 5．その他　（以下に内容を記載下さい）

　2．経済的理由（コストが掛る）

　３．指導者が不在

４．国体、高校、大学の現在の艇種についてご自由に意見をお書き下さい。

５．オリンピック特別委員会およびジュニア・ユース育成強化委員会の取り組みついて、また要望・ご意見が

　　あれば何なりとお書き下さい。

以下はお差しつかえなければご記入下さい
＊このアンケートで得た 個人情報は日本のセーリング界が発展し、選手達が世界に羽ばたくための方策を

　検討する目的以外には使用いたしません。個々の内容を公表したりご迷惑をおかけする事はありません

氏　　名

所　　属

連 絡 先

Mailアドレス

　ご協力ありがとうございました。

　オリンピック特別委員会、ジュニア・ユース育成強化委員会は日本のセーリング界が発展し、選手達が世界に

羽ばたく環境作りのために今後も努力してまいります。

3．もし現在の艇種から１．で回答頂いた艇種に変更する場合について伺います。

　４．行政（都道府県）の支援が受けられない

（４）艇種を変更する場合に問題となる事は何であると考えられますか？（○印をお付け下さい、複数回答可）


